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今月のみどころ　
特集
プラス
人＋人は地域づくり。地域福祉を紹介

クローズアップ大津人　スペシャル
植田直通さん

ホンダ熊本都市対抗野球本戦出場！

つ
な
が
れ
ば

ニ
ッ
コ
リ
。

　

第
82
回
都
市
対
抗
野
球
大
会
九
州

地
区
予
選
は
、
８
月
４
日
か
ら
12
日

に
か
け
て
、
宮
崎
県
サ
ン
マ
リ
ン
ス

タ
ジ
ア
ム
を
メ
ー
ン
会
場
と
し
て
、

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
大
津
町
代
表
ホ

ン
ダ
熊
本
は
、
準
決
勝
で
昨
年
の
本

大
会
準
優
勝
の
強
豪
Ｊ
Ｒ
九
州
（
北

九
州
市
）
を
退
け
、
決
勝
（
九
州
地

区
第
一
代
表
決
定
戦
）
で
は
、
九
州

三
菱
自
動
車
（
福
岡
市
）
に
６
対
１

で
逆
転
勝
ち
し
、
九
州
地
区
第
一
代

表
と
し
て
２
年
ぶ
り
に
本
大
会
出
場

を
決
め
ま
し
た
。

　
都
市
対
抗
野
球
大
会
は
、
社
会
人

野
球
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
を
決
め
る
最
大

の
イ
ベ
ン
ト
で
す
。
今
年
は
10
月
22

日
か
ら
京
セ
ラ
ド
ー
ム
大
阪
で
開
催

さ
れ
ま
す
。
大
津
町
代
表
と
し
て
出

場
す
る
ホ
ン
ダ
熊
本
に
、
熱
い
エ
ー

ル
を
お
願
い
し
ま
す
。
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見
や
す
く
読
み
ま
ち
が
え
に
く
い

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
フ
ォ
ン
ト

を
採
用
し
て
い
ま
す
。

ホ
ン
ダ
熊
本

第
一
代
表
に
！

第
82
回
都
市
対
抗
野
球
大
会
九
州
地
区
予
選

決　勝 ６－１ 九州三菱自動車
（福岡市）

準決勝 ７－６ ＪＲ九州
（北九州市）

２回戦 ４－２ 沖縄電力
（浦添市）

１回戦 ４－０
ビッグ開発

ベースボールクラブ
（那覇市）

都市対抗野球大会
九州地区予選　試合結果

▼
ふ
と
足
の
裏
を
見
る
と

か
か
と
に
違
和
感
が
あ
り

ま
し
た
。
そ
れ
は
、
日
増

し
に
大
き
く
な
り
ま
し
た
。

病
院
に
行
く
と
手
術
だ
と

言
わ
れ
、
人
生
初
の
手
術

を
経
験
し
ま
し
た
▼
無
事

に
手
術
は
終
わ
っ
た
の
で

す
が
、
歩
く
こ
と
や
車
を

運
転
す
る
こ
と
な
ど
の
当

た
り
前
の
こ
と
が
と
て
も

難
し
い
の
で
す
▼
自
分
が

積
み
重
ね
て
き
た
常
識
が

一
切
通
用
し
ま
せ
ん
。
価

値
観
が
崩
壊
し
た
よ
う
な

感
じ
で
す
▼
相
手
の
立
場

に
立
っ
て
分
か
っ
た
つ
も

り
で
も
、
実
際
そ
の
立
場

に
な
っ
て
み
な
い
限
り
10

分
の
１
も
分
か
る
こ
と
は

な
い
と
思
い
ま
す
▼
東
北

の
被
災
地
を
目
の
当
た
り

に
し
た
と
き
も
一
緒
で
し

た
。
全
く
言
葉
が
出
て
き

ま
せ
ん
で
し
た
。
や
は
り
、

大
切
な
の
は
そ
の
姿
勢
だ

と
思
い
ま
し
た
。
私
は
分

か
ら
な
く
て
も
分
か
ろ
う

と
す
る
そ
の
姿
勢
を
持
ち

つ
づ
け
た
い
で
す
。（
辻
口
）



星も、花火も―、
夏の思い出「夏の星座を探そう」

Monthly Pickup Topics

人権啓発福祉センター・児童館主催の「夏の星座を探そ
う」は８月５日、親子37人の参加で開かれました。当

日は、あいにくの雨で天体望遠鏡を使っての観察はできま
せんでしたが、講師の坂田敬介さんが室内でパソコンを使っ
た星座の説明を行い、星の写真を天体望遠鏡で見せてくれま
した。子どもたちは、お母さんに抱かれ、望遠鏡をのぞいて、
夏の星座について勉強をしました。

星座勉強の後は、グラウンドに出て、みんなで花火をし
ました。線香花火や打ち上げ花火に子どもたちは、大

喜び！夏の夜に、参加者の親睦を図り、忘れられない思い出
を作ることができました。

森地区で開催される「公民館
開放フリ―サロン」。参加者
の皆さんに公園に集まっても
らって、笑顔を見せて写真を
撮りました。温かい笑顔は、
撮る私も笑顔になってました。

1._プロジェクター
を使って星の説明
をしてもらいまし
た／2._みんなで花
火。夏の風物詩です
ね／3._おっきい望
遠鏡にびっくり！
思わず笑顔がこぼ
れます

3 いよいよ始まる　ねんりんピック
4 特集　プラス
14 環境プレス　マイバッグキャンペーンとレジ袋無料配布中止にご協力を

15 オーエンズ広場　ファミリー・サポート・センター「ほほえみ」

16 まちの話題
大津まちおこし大学始業式／夏休み集中学習会／町内清掃ボランティア／町建設
業組合安全教室／町人権・同和教育推進大会／消防殉職者慰霊式／図書館絵本

18 クローズアップ大津人　スペシャル　植田直通さん

20
インフォメーション
老人ホーム光進園は 12月完成予定／「がん複合検診」「特定健診」／ 10月 1日、
駅南側に「ビジターセンター」がオープン／ 10月からパスポートの申請・交付
は県から大津町に

22

くらしの伝言板
秋の全国交通安全運動大津地区交通安全推進大会／事業主の皆さん特別徴収の切
り替えはお済みですか？／平成 23・24年大津町小規模工事等契約希望者登録申
請／農業用廃プラを回収します／動物愛護祭り／計量器の定期検査／司法書士・
土地家屋調査士による 24時間無料相談会／ハンセン病に関する「親と子のシン
ポジウム」を開催／大津町非常勤職員募集／農村レクリエーション関連施設指定
管理者募集／男性のための料理教室参加者募集／熊本県立農業大学校平成 24年
度学生募集／熊本都市圏「文化施設を巡るバスツアー」参加者募集／公共工事等
入札結果

24 ねんりんピック／安全安心おおづまち／フォルツァロアッソ熊本／道の駅
大津／岩戸の里／からいもくんがゆく

26 愛のこんだて／あつまれ！大津っ子
出生／おくやみ／休日当番医・薬局／今月の相談／カレンダー／人口

28 ホンダ熊本硬式野球部　都市対抗野球本戦出場！

今 月 の 表 紙
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「ねんりんピック 2011熊本」開催まで、あと少し

大津町でも準備が進んでいます。からいもくんやASO坊健太くんが
描いてある楽しいうちわは、選手団の皆さんが来た際の歓迎に使用

します。ねんりんピックのロゴが貼られた「人生いもいも」（大
津産のからいもを使った焼酎）は選手への記念品として、か
らいもくんが胸にまぶしいポロシャツは大会スタッフのユ
ニフォームとして使用します。
　着々と進むおもてなしの準備、「ねんりんピック
2011 熊本サッカー交流大会」は、いよいよ 10月16
日（日）～17日（月）に開催です。

認知症サポーター養成講座を開催します！

　「認知症」は病気であることを知っていますか。「認知症」をさまざ
まな角度から学び、地域で患者やその家族を見守るサポーターの証
であるオレンジリングをお渡しします。ねんりんピック関係者の

皆さんも、この機会にぜひご参加ください。
●日時　9月 26日 ( 月 )　午後 1時 30分～午後 3時
●場所　オークスプラザ 2階　ふれあいホール
●申し込み・問い合わせ　町地域包括支援センター　☎（292）0770

描いてある楽しいうちわは、選手団の皆さんが来た際の歓迎に使用

ねんりんピック
インフォメーションボード

い
よ
い
よ
始
ま
る

ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク

10
月
16
日
〜
17
日
開
催

描いてある楽しいうちわは、選手団の皆さんが来た際の歓迎に使用
します。ねんりんピックのロゴが貼られた「人生いもいも」（大
津産のからいもを使った焼酎）は選手への記念品として、か
らいもくんが胸にまぶしいポロシャツは大会スタッフのユ

認知症サポーター養成講座を開催します！

　「認知症」は病気であることを知っていますか。「認知症」をさまざ
まな角度から学び、地域で患者やその家族を見守るサポーターの証
であるオレンジリングをお渡しします。ねんりんピック関係者の

皆さんも、この機会にぜひご参加ください。
●日時　9月 26日 ( 月 )　午後 1時 30分～午後 3時
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限
界
集
落
と
い
う
言
葉
を
知
っ
て
い
る

だ
ろ
う
か
。
65
歳
以
上
の
高
齢
者
が
集
落

人
口
の
50
％
以
上
を
占
め
、
集
落
機
能
を

維
持
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
る
集
落
に

使
わ
れ
る
言
葉
だ
。

　
阪
神
淡
路
大
震
災
か
ら
地
域
防
災
の
取

り
組
み
が
叫
ば
れ
、
自
主
防
災
組
織
の
結

成
が
進
ん
だ
。
さ
ら
に
東
日
本
大
震
災
や

福
島
原
子
力
発
電
所
の
事
故
が
発
生
し
、

今
後
、
安
全
で
安
心
な
生
活
を
維
持
す
る

た
め
に
は
ど
う
す
れ
ば
良
い
の
か
と
い
う

課
題
を
生
ん
だ
。

　
現
在
、
全
国
的
に
人
口
減
少
が
進
ん
で

い
る
。
少
子
高
齢
化
は
、
介
護
保
険
や
国

民
健
康
保
険
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
に
も
影
響

し
始
め
て
い
る
。
核
家
族
化
が
進
み
、
一

人
暮
ら
し
の
高
齢
者
が
増
え
て
い
く
こ
と

で
孤
独
死
が
多
く
な
っ
て
い
る
こ
と
も
忘

れ
て
は
な
ら
な
い
。

　
大
津
町
は
元
気
だ
―
。
人
口
減
少
や
少

子
高
齢
化
時
代
が
叫
ば
れ
る
現
在
で
も
こ

の
町
は
、
人
口
は
増
加
し
、
高
齢
化
率
も

18
・
６
％
と
ま
だ
ま
だ
低
い
値
を
示
し
て

い
る
。

　
だ
か
ら
こ
そ
元
気
な
う
ち
に
福
祉
や
防

災
に
つ
い
て
、
地
域
の
つ
な
が
り
に
つ
い

て
、
一
緒
に
考
え
て
み
よ
う
。

も
は
や
対
岸
の
火
事
で
は
な
い

　

大
津
町
の
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
は

６
６
３
人
。
世
帯
割
合
で
は
５・
５
％
を

占
め
る
。
高
齢
者
夫
婦
な
ど
の
世
帯
は

８
２
１
世
帯
あ
り
、
両
世
帯
を
合
わ
せ
る

と
１
，
４
８
４
世
帯
に
な
り
、
実
に
全
世

帯
の
12
％
を
占
め
る
。
さ
ら
に
介
護
認

定
者
は
１
，
１
４
０
人
。
障
害
者
は
１
，

５
６
３
人
。
一
人
親
世
帯
な
ど
は
２
９
６

共
助
は
情
報
交
換
が
鍵
を
握
る

　
も
し
災
害
が
起
き
た
と
き
、
自
分
で
は

ど
う
す
る
こ
と
も
で
き
な
い
こ
と
や
消
防

士
が
助
け
に
来
る
こ
と
を
待
っ
て
い
て
も

間
に
合
わ
な
い
こ
と
が
あ
る
―
。「
自
助
」

や「
公
助
」で
対
応
で
き
な
い
場
合
は「
共

助
」
が
必
要
不
可
欠
だ
。
こ
れ
か
ら
は
、

共
に
助
け
合
う
と
い
う
考
え
方
が
、
さ
ら

に
必
要
に
な
っ
て
く
る
。

世
帯
あ
る
。
こ
れ
を
全
て
合
計
す
る
と
、

数
字
的
に
は
町
の
世
帯
数
の
３
割
を
超
え

て
し
ま
う
こ
と
に
な
る
。

　

平
成
10
年
に
は
、
県
内
で
１
６
９
人

だ
っ
た
孤
独
死
は
、
平
成
19
年
に
は

４
８
６
人
に
増
加
し
た
。
自
助
―
自
分

た
ち
の
こ
と
は
自
分
で
守
る
こ
と
―
が

非
常
に
難
し
く
な
っ
て
い
る
。
今
後
は
、

さ
ら
に
共
助
が
求
め
ら
れ
る
時
代
に
な
っ

て
い
く
だ
ろ
う
。

　
も
し
、
隣
近
所
の
付
き
合
い
が
少
な
い

地
域
だ
と
、隣
に
誰
が
住
ん
で
い
る
の
か
、

何
人
住
ん
で
い
る
の
か
が
分
か
ら
な
い
。

誰
を
助
け
て
い
い
の
か
さ
え
分
か
ら
な
い

の
だ
。

　
例
を
挙
げ
よ
う
。阪
神
淡
路
大
震
災
時
、

あ
る
地
域
に
若
者
が
住
む
寮
が
あ
っ
た
。

そ
の
地
域
は
住
民
同
士
あ
い
さ
つ
を
交
わ

し
合
う
、
つ
な
が
り
が
深
い
地
域
だ
っ
た

が
、そ
の
若
者
た
ち
は
あ
い
さ
つ
を
せ
ず
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
る
こ
と
は
な

か
っ
た
。
そ
ん
な
中
、大
震
災
が
起
き
る
。

地
域
の
人
た
ち
は
互
い
に
協
力
し
、
情
報

交
換
を
行
い
、
必
死
に
助
け
合
っ
た
。
し

か
し
、
地
域
の
人
は
若
者
た
ち
を
助
け
る

こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
省
い
て
し
ま
っ
た
若
者
た
ち
の

情
報
を
地
域
の
人
は
持
っ
て
い
な
か
っ

た
。
若
者
た
ち
は
「
共
助
」
に
頼
る
こ
と

が
で
き
な
か
っ
た
の
だ
。
そ
れ
ほ
ど
、
共

助
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
密
接
な
関

係
に
あ
る
。
共
に
助
け
合
う
に
は
、
情
報

交
換
や
つ
な
が
り
が
必
要
な
の
だ
。

地
区
の
特
徴
を
知
る
こ
と
が
大
事

　
上
の
表
は
、
大
津
町
の
各
行
政
区
の
総

人
口
と
高
齢
者
数
、
高
齢
化
率
を
ま
と
め

た
も
の
だ
。
自
分
の
地
域
の
状
況
を
確
認

し
て
ほ
し
い
。
高
齢
化
率
だ
け
で
も
こ
の

よ
う
な
興
味
深
い
数
字
が
出
て
く
る
。
ま

ず
は
、
地
区
の
状
況
、
情
報
を
知
る
こ
と

が
大
事
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
だ
ろ
う
。

ププララス
Special Edition "Plus"

地区名 地区
人口

65歳以上
人口

高齢化率
（％）

内　牧 208 67 32.2
外　牧 168 59 35.1
錦　野 251 88 35.1
鳥子川 66 27 40.9
岩　坂 594 187 31.5
瀬　田 117 45 38.5
大　林 646 193 29.9
吹　田 229 83 36.2
森 357 112 31.4
上陣内 247 60 24.3
中陣内 544 124 22.8
下陣内 601 131 21.8
鍛　冶 622 74 11.9
町 275 95 34.5
下　町 261 86 33.0
中　島 156 53 34.0
上猿渡 81 25 30.9
下猿渡 100 32 32.0
御所原 126 44 34.9
馬　場 154 35 22.7
宮　本 183 40 21.9
多々良 102 28 27.5
仮　宿 108 33 30.6
古　城 31 12 38.7
米　山 26 13 50.0
真　木 229 94 41.0
御願所 114 43 37.7
上　中 230 80 34.8
下　中 290 70 24.1
片　俣 165 67 40.6
小　林 188 70 37.2
今　村 146 50 34.2
杉　下 225 70 31.1
杉　上 254 97 38.2
上の原 197 34 17.3
源　場 374 80 21.4
護　東 34 12 35.3

地区名 地区
人口

65歳以上
人口

高齢化率
（％）

つつじ台 869 109 12.5 
桜丘団地 504 95 18.8 
大津東 1,572 312 19.8 
立　石 350 98 28.0 
後　迫 797 144 18.1 
上　鶴 928 202 21.8 
上鶴南 521 135 25.9 
上大津 658 131 19.9 
楽　善 647 120 18.5 
日吉ヶ丘 537 53 9.9 
西　嶽 189 59 31.2 

水源町西窪 200 53 26.5 
松古閑塘町 260 88 33.8 
中　央 473 99 20.9 
中学通り 632 83 13.1 
駅　通 328 93 28.4 
室　東 901 138 15.3 
室　北 1,280 184 14.4 
室　西 1,177 190 16.1 
北出口 372 36 9.7 
あけぼの 1,175 67 5.7 
灰　塚 277 79 28.5 
新 1,632 153 9.4 

引　水 1,269 191 15.1 
高尾野 427 98 23.0 
新小屋 138 37 26.8 
引水東 1,597 87 5.4 

美咲野一丁目 843 31 3.7 
美咲野二丁目 636 38 6.0 
美咲野三丁目 934 26 2.8 
美咲野四丁目 94 3 3.2 
若草児童学園 38 0 0
三気の里 74 3 4.1 
つくしの里 53 10 18.9 
ルレーブ高尾野寮 143 0 0 
つつじ山荘 108 108 100 
老人ホーム 28 28 100 

特
集

各地区の人口・高齢化率　 （平成23年7月末現在）
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森
地
区
は「
元
気
も
り
モ
リ
」　

　
平
成
17
年
度
か
ら
地
域
の
ふ
れ
あ
い
サ

ロ
ン
活
動
を
続
け
て
い
た
森
地
区
は
、
平

成
18
年
度
か
ら
町
の
地
域
福
祉
推
進
の
モ

デ
ル
地
区
と
し
て
指
定
を
受
け
、
住
民
座

談
会
を
開
催
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
座
談

会
を
重
ね
る
中
で
掘
り
起
こ
さ
れ
た
地
域

の
困
り
事
を
区
民
で
共
有
す
る
た
め
に
、

区
内
中
学
生
以
上
を
対
象
に
住
民
ア
ン

ケ
ー
ト
を
実
施
。
そ
の
結
果
を
も
と
に
小

地
域
福
祉
活
動
を
行
う
町
内
で
最
も
長
い

活
動
を
続
け
て
い
る
地
区
だ
。

　
活
動
の
実
績
と
し
て
、
一
人
暮
ら
し
の

高
齢
者
の
緊
急
連
絡
先
な
ど
を
登
録
し
た

「
元
気
！
も
り
モ
リ
ふ
れ
あ
い
カ
ー
ド
」が

あ
る
。
こ
の
カ
ー
ド
は
、
本
人
の
ほ
か
に

区
長
や
民
生
委
員
が
保
有
し
、
い
ざ
と
い

う
時
に
必
要
な
情
報
が
す
ぐ
分
か
る
た

め
の
も
の
だ
。
ま
た
、
毎
月
第
２
木
曜
に

実
施
の「
公
民
館
開
放
フ
リ
ー
サ
ロ
ン
」は
、

毎
月
第
４
月
曜
開
催
の「
地
域
の
ふ
れ
あ

い
サ
ロ
ン
」と
共
に
地
域
住
民
の
集
い
の

地
域
の
愛
情
が
育
ん
だ

新
し
い
地
域
愛

　
こ
の
作
文
は
、
平
成
21
年「
明
る
い
社
会

と
子
ど
も
の
未
来
を
創
る
」運
動
推
進
大
会

作
文
表
彰
小
学
生
の
部
で
最
優
秀
賞
を
受
賞

し
た
文
章
だ
。
読
む
と
、
児
嶋
さ
ん
の
森
地

区
に
対
す
る
思
い
と
地
域
の
皆
さ
ん
が
子
ど

も
た
ち
に
対
し
て
持
っ
て
い
る
愛
情
が
切
実

に
伝
わ
っ
て
く
る
。
ま
た
川
や
道
路
の
ご
み

拾
い
や
菜
種
油
を
使
っ
た
天
ぷ
ら
の
食
事
会
、

夏
祭
り
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
な
ど
に
参
加

し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
こ
の
活
動
は
全

て
で
は
な
い
が
、
地
域
福
祉
の
活
動
の「
座

談
会
」か
ら
生
ま
れ
た
も
の
だ
。

　
子
ど
も
た
ち
を
つ
な
ぎ
、
世
代
を
つ
な
い

だ
森
地
区
の
活
動
。
そ
の
地
域
で
行
わ
れ
て

て
い
る「
地
域
福
祉
」と
い
う
も
の
は
、
何
な

の
だ
ろ
う
か
。
森
地
区
の
活
動
を
、
区
長
の

思
い
を
、聞
い
て
み
る
。

場
と
な
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
は
区
民
全
て

を
対
象
に
し
た「
緊
急
時
避
難
カ
ー
ド
」

（
も
り
モ
リ
カ
ー
ド
の
簡
易
版
）も
発
行
し
、

支
え
合
い
の
仕
組
み
作
り
が
着
々
と
進
め

ら
れ
て
い
る
。

　
森
地
区
で
は
、
小
地
域
福
祉
活
動
を
進

め
て
い
く
上
で
、
要
と
な
る
福
祉
の
話
し

合
い
の
場「
座
談
会
」の
名
称
を
、
か
つ
て

の
呼
び
名
で
あ
っ
た
肥ひ

護も
り

木ぎ

の
郷さ
と

に
ち
な

ん
で「
肥ひ

護も
り

木ぎ

会か
い

」と
名
付
け
た
。
肥
護
木

会
は「
地
域
の
福
祉
に
つ
い
て
み
ん
な
で

考
え
る
会
」と
し
て
、
区
民
に
浸
透
し
て

い
る
。

　
モ
デ
ル
地
区
が
終
了
し
た
ら
終
わ
り
で

は
な
く
、
終
了
後
も
小
地
域
福
祉
活
動
実

践
区
と
し
て
、
地
域
福
祉
計
画
等
推
進
委

員
会
の
事
務
局
が
関
わ
り
、
現
在
も
継
続

し
た
支
援
を
行
っ
て
い
る
。

さ
ら
な
る
地
域
力
の
向
上
を
　

　
「
地
域
福
祉
の
き
っ
か
け
は
ふ
れ
あ
い

サ
ロ
ン
で
し
た
」と
話
す
森
地
区
の
児
島

区
長
。
平
成
18
年
度
か
ら
始
ま
っ
た
地
域

福
祉
推
進
の
た
め
に
老
人
会
の
加
入
を
勧

め
た
。
加
入
者
数
は
45
人
以
上
に
な
っ
た
。

そ
れ
が
良
か
っ
た
と
児
島
区
長
は
話
す
。

　
住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
で「
空
き
家
が
多
い

の
で
何
か
活
用
が
で
き
な
い
か
」と
の
意

見
が
あ
っ
た
。
空
き
家
を
活
用
す
る
こ
と

は
難
し
い
の
で
、
結
果
的
に「
公
民
館
開

放
フ
リ
ー
サ
ロ
ン
」を
開
催
す
る
こ
と
に

な
っ
た
。
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
を
生
か
し

た
活
動
だ
。

　
児
島
区
長
に
は
、
夢
が
あ
る
。
区
費
を

ゼ
ロ
に
し
た
い
と
い
う
夢
だ
。
細
か
い
こ

と
は
行
政
に
頼
ら
ず
に
地
域
で
や
っ
て
い

き
た
い
。
地
域
の
つ
な
が
り
を
強
化
し
た

い
。
そ
の
た
め
に
夏
祭
り
な
ど
を
開
催
し

て
い
る
。

　
活
動
も
今
年
で
6
年
目
。
本
当
に
活
動

を
始
め
て
良
か
っ
た
と
思
っ
て
い
る
。「
活

動
が
マ
ン
ネ
リ
に
な
ら
な
い
よ
う
に
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
を
結
成
し
た
い
。

そ
れ
が
活
動
の
さ
ら
な
る
活
性
化
に
つ
な

が
る
と
良
い
で
す
ね
」と
児
島
区
長
は
笑

い
な
が
ら
今
後
の
目
標
を
語
っ
た
。

　

私
が
住
ん
で
い
る
、
森
地
区
で
は
子
ど
も
か
ら
お

年
寄
り
ま
で
が
参
加
で
き
る
、
い
ろ
い
ろ
な
行
事
が

あ
り
ま
す
。

　

そ
の
中
で
私
が
一
番
い
い
と
思
っ
て
い
る
の
は
、

地
域
を
き
れ
い
に
す
る
活
動
で
す
。私
の
地
域
で
は
、

年
に
２
回
く
ら
い
地
域
の
道
路
や
川
の
ご
み
拾
い
を

し
ま
す
。
道
の
ご
み
を
拾
う
と
、
た
ば
こ
の
す
い
が

ら
が
多
い
で
す
。
た
ば
こ
を
す
っ
た
ら
道
に
捨
て
な

い
で
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
で
も
、
お
か
し
の
く
ず

も
落
ち
て
い
る
の
で
、
そ
れ
は
私
た
ち
も
気
を
つ
け

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
去
年
か
ら
森
地
区
を
流
れ
て
い
る
川
に
入

り
、
ご
み
を
拾
う
活
動
も
始
ま
り
ま
し
た
。
私
は
、

川
に
入
る
の
は
初
め
て
で
、
入
る
前
は
「
ご
み
が
た

く
さ
ん
あ
り
そ
う
で
き
た
な
い
な
ぁ
ー
」「
つ
め
た

く
て
、
め
ん
ど
く
さ
い
」
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
大

人
の
人
と
い
っ
し
ょ
に
長
ぐ
つ
を
は
い
て
、
ふ
く
ろ

と
ひ
ば
さ
み
を
も
っ
て
入
り
ま
し
た
。
思
っ
た
通
り

ご
み
が
た
く
さ
ん
お
ち
て
い
ま
し
た
。
特
に
、
あ
き

か
ん
や
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
ご
み
が
多
か
っ
た
で
す
。

ふ
く
ろ
が
い
っ
ぱ
い
に
な
り
ま
し
た
。
深
い
と
こ
ろ

で
は
、
長
ぐ
つ
に
水
が
入
っ
て
い
や
だ
な
ぁ
ー
と
思

い
ま
し
た
。
ご
み
が
少
な
い
と
こ
ろ
に
は
、
カ
ニ
な

ど
が
た
く
さ
ん
い
て
、
き
れ
い
だ
な
ぁ
ー
と
思
い
ま

し
た
。
川
に
入
る
前
は
、
き
た
な
い
と
思
っ
て
い
た

「
森
地
区
の
い
い
と
こ
ろ
」　　
　
　
　

児
嶋
千
尋

け
ど
、
カ
ニ
な
ど
の
生
き
物
が
住
ん
で
い
た
し
、
水

も
き
れ
い
だ
な
ぁ
ー
と
い
う
こ
と
に
き
づ
き
ま
し

た
。
こ
れ
か
ら
も
、
ご
み
を
減
ら
し
て
い
っ
て
生
き

物
が
増
え
た
ら
い
い
と
思
い
ま
し
た
。

　

こ
の
２
つ
の
作
業
は
と
て
も
つ
か
れ
る
け
ど
、
終

わ
っ
た
後
は
、
き
れ
い
に
な
っ
て
よ
か
っ
た
な
ぁ
ー

と
思
い
、
こ
れ
か
ら
も
続
け
て
い
こ
う
と
い
う
気
持

ち
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
自
分
が
住
ん
で
い
る

地
域
を
き
れ
い
に
し
て
い
き
た
い
で
す
。

　

そ
の
他
に
も
、
森
地
区
の
み
ん
な
で
な
た
ね
を
育

て
て
、
種
を
と
り
、
油
を
つ
く
り
ま
す
。
み
ん
な
で

畑
に
行
っ
て
、
種
を
つ
か
ん
で
ま
き
ま
す
。
２
月
く

ら
い
か
ら
花
が
咲
き
ま
す
。
な
た
ね
を
切
る
の
は
、

大
人
の
人
の
仕
事
だ
け
ど
、
切
っ
た
な
た
ね
か
ら
種

を
と
る
の
は
、
私
た
ち
が
と
り
ま
す
。
黒
く
て
、
ま

る
く
て
、
小
さ
い
種
で
す
。
米
の
袋
５
袋
分
く
ら
い

と
れ
ま
す
。
そ
の
種
を
油
に
し
て
、
夏
に
公
民
館
で

地
域
の
人
が
作
っ
た
野
菜
と
油
で
天
ぷ
ら
を
作
り
ま

す
。
天
ぷ
ら
に
は
、
か
ら
い
も
や
い
ん
げ
ん
や
な
す

な
ど
が
あ
り
ま
す
。
私
た
ち
は
地
域
の
お
ば
あ
ち
ゃ

ん
た
ち
か
ら
野
菜
の
切
り
方
を
教
え
て
も
ら
い
ま

す
。
そ
の
後
は
、
お
母
さ
ん
た
ち
と
つ
く
え
を
だ
し

た
り
お
し
ゃ
べ
り
を
し
た
り
し
て
、ま
っ
て
い
ま
す
。

天
ぷ
ら
が
運
ば
れ
て
来
て
、
子
ど
も
た
ち
が
地
域
の

人
の
前
で
自
こ
し
ょ
う
か
い
を
し
ま
す
。そ
の
後
は
、

み
ん
な
で
天
ぷ
ら
を
食
べ
な
が
ら
お
し
ゃ
べ
り
を
し

た
り
し
ま
す
。
み
ん
な
で
作
っ
た
天
ぷ
ら
は
、
と
て

も
お
い
し
い
で
す
。

　

そ
の
他
に
も
森
の
公
園
で
夏
祭
り
を
し
た
り
、
ス

ポ
ー
ツ
の
森
で
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
を
し
た
り
し

て
、
地
域
の
み
ん
な
と
交
流
を
し
て
い
ま
す
。

森地区

　

私
は
子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
な
か
が
よ
く

て
、
い
ろ
い
ろ
な
活
動
を
し
て
い
る
こ
の
、
森
地
区

が
大
好
き
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、こ
の
よ
う
な
活
動
を
う
け
つ
い
で
、

地
域
の
み
ん
な
と
交
流
を
続
け
て
い
き
ま
す
。

町南部に位置する森地区は、人口 357人。
４歳以下人口９人、高齢化率 31.4％の地域。
（平成23年7月末現在）

児
こ

島
じま

清
きよ

和
かず

区長

お父さんとお母さんが、いろんな
イベントに連れていってくれまし
た。一番楽しかったのは、夏祭り
です。ステージで踊ったり、出店
を手伝ったり…これからも行きた
いと思っています。
　森地区で、好きなところは「み
んなが仲良くしていること」です。
おじいちゃん同士が仲良くしてい
るのを見ると、とってもうれしい
です。これからも森に住み続けた
いと思ってます。
大津中学校２年

児
こ

嶋
じま

千
ち

尋
ひろ

さん（森）

↑
み
ん
な
で
地
区
の
歴
史
を
知
ろ
う
と

　
開
か
れ
た「
森
区
歴
史
探
訪
」

特
集
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し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
も
の
か
ら

み
ん
な
で
や
り
た
い
こ
と
に
―　

　
地
域
福
祉
と
は
、
制
度
に
よ
る
サ
ー
ビ
ス

を
利
用
す
る
だ
け
で
な
く
、
人
と
人
と
の
つ

な
が
り
を
大
切
に
し
、
支
え
た
り
、
支
え
ら

れ
た
り
す
る
関
係
や
仕
組
み
を
作
っ
て
い
く

こ
と
だ
。

　

こ
れ
ま
で
、
社
会
福
祉
と
い
う
も
の
は
、

行
政
か
ら
地
域
に
対
す
る
措
置
と
い
う
形
で

行
わ
れ
て
い
た
。
こ
れ
か
ら
は
、
こ
の
町
に

住
む
全
て
の
人
の
た
め
に
、
み
ん
な
で
支
え

る
社
会
福
祉
に
変
わ
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
そ
の
た
め
に
は
、
社
会
福
祉
に
対

す
る
地
域
の
理
解
と
協
力
、
そ
し
て
参
加
と

行
動
が
必
要
だ
。

　
社
会
福
祉
を
、
限
ら
れ
た
対
象
者
（
高
齢

者
、
障
害
者
、
経
済
的
に
困
っ
て
い
る
人
な

ど
）
に
対
す
る
サ
ー
ビ
ス
と
考
え
る
の
で
は

な
く
、
日
常
の
生
活
を
し
て
い
る
地
域
で
の

多
く
の
人
々
の
多
く
の
困
り
事
に
、
地
域
全

体
で
取
り
組
む
仕
組
み
と
し
て
考
え
た
ら
ど

う
だ
ろ
う
。
社
会
福
祉
と
い
う
も
の
を
消
極

的
に
考
え
る
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
福
祉
活

動
を
通
じ
て
地
域
を
活
性
化
さ
せ
る
も
の
と

し
て
積
極
的
な
視
点
で
と
ら
え
て
い
く
こ
と

で
、
誰
も
が
安
心
し
て
楽
し
く
住
み
良
い
地

域
と
な
る
。

地
域
福
祉
と
は
―

　
地
域
福
祉
の
推
進
は
、
社
会
福
祉
法
に
明

記
さ
れ
て
い
る
。
社
会
福
祉
法
第
４
条
で
、

「
地
域
住
民
」「
社
会
福
祉
を
目
的
と
す
る
事

業
を
経
営
す
る
者
」「
社
会
福
祉
に
関
す
る

活
動
を
行
う
者
」の
３
者
が
相
互
に
協
力
し
、

地
域
福
祉
の
推
進
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
さ
れ
て
い
る
。
第
１
０
７
条
に
も
、
地

域
に
お
け
る
社
会
福
祉
は
計
画
的
に
地
域
福

祉
の
推
進
を
行
う
こ
と
と
明
記
さ
れ
て
い

る
。
つ
ま
り
、
地
域
福
祉
の
推
進
は
、
一
部

の
地
域
住
民
や
関
係
者
だ
け
が
取
り
組
む
も

の
で
は
な
く
、
地
域
全
体
、
大
津
町
全
体
で

取
り
組
む
必
要
が
あ
る
と
い
う
こ
と
だ
。

計
画
と
活
動

　
大
津
町
は
、
平
成
18
年
度
か
ら
社
会
福
祉

協
議
会
と
協
働
で
、
行
政
計
画
で
あ
る
「
大

津
町
地
域
福
祉
計
画
」
と
民
間
計
画
で
あ
る

「
大
津
町
地
域
福
祉
活
動
計
画
」
の
策
定
を

始
め
、
平
成
21
年
３
月
に
「
わ
が
ま
ち 

大

好
き
！ 

大
作
戦（
お
お
づ
だ
い
さ
く
せ
ん
）」

と
し
て
大
津
町
地
域
福
祉
計
画
・
地
域
福
祉

活
動
計
画
を
策
定
し
た
。
そ
の
計
画
に
、「
役

場
は
町
に
お
け
る
地
域
福
祉
の
方
向
性
を
計

画
し
、
地
域
住
民
に
よ
る
活
動
を
後
押
し
す

る
」
こ
と
、
社
会
福
祉
協
議
会
は
「
地
域
住

民
に
よ
る
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
や
仕
組
み
づ
く

り
を
支
援
す
る
」
と
あ
る
。
具
体
的
に
は
、

①
地
域
福
祉
実
践
活
動
の
推
進
②
支
え
合
い

を
担
う
人
材
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
③
地

域
福
祉
の
幅
広
い
展
開
の
３
つ
の
柱
が
設
定

さ
れ
て
い
る
。
そ
の
３
本
の
柱
に
沿
っ
て
、

次
ペ
ー
ジ
の
活
動
を
役
場
と
社
会
福
祉
協
議

会
は
行
っ
て
い
る
。

行政区や複数の行政区が合
同した地区で、地域につい
て話し合う場を設けます。
地域の良いところや困り事
などを話し合うことで、地
域を見直し、より良い地域
にするための活動を、地域
住民・行政・社会福祉協議
会が一緒になって考えま
す。

ボランティアをしたいとい
う人とボランティアを必要
とする人をつなぎます。ま
た養成講座、活動支援など
を行います。

語り合う
小地域福祉活動推進
座談会の開催

つなぎ合う
地域福祉推進委員
の選任・育成

支え合う
ボランティアセン
ターの設置

学び合う
地域福祉推進懇談会
の開催

伝え合う
小地域福祉活動推進
マニュアルの作成

「お試し座談会」を
やってみませんか？

座談会の見学も歓迎します

大津町の概要、福祉の統
計・町内で小地域福祉活
動に取り組んでいる地区
の事例紹介・座談会の進
め方などを記載したマ
ニュアルを作成します。
マニュアルに掲載した
ニーズは地域福祉計画に
組み込まれ、町の振興総
合計画に反映できるシス
テムになっています。

マニュアルは、町ホーム
ページで見ることができ
ます。または社会福祉協
議会で配布しています。

各地域で座談会を開催しています。座談会は体験してみ
ないと分かりません。今から始めたいと思っている地域
の皆さん。お試し座談会をやってみませんか？
見学だけでも構いません。まずはお問い合わせください。

問い合わせ　役場健康福祉課　福祉係　☎（293）3510
 　　大津町社会福祉協議会　　☎（293）2027

町内の区長、民生児童委員、
地域福祉推進委員が一同に
会し、地域住民による福祉
活動の事例発表などを行い
ます。

各行政区で「地域福祉を
進める地域のボランティ
ア」です。区長、民生児
童委員や地域住民などと
協力し、地域の福祉問題
の発見・解決に向けて行
動する福祉活動の中心的
役割です。区長からの推
薦を受け、社会福祉協議
会が委嘱します。
また年に数回、研修を行
うことで、地域福祉推進
委員の資質向上・福祉へ
の理解を図ります。

縁え
ん

を
大
切
に
、地
域
を
大
切
に
。

　
地
域
福
祉
計
画
や
地
域
福
祉
活
動
計
画

で
考
え
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
も
の
は
、

子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
、
障
害
の
あ
る

人
も
な
い
人
も
含
め
た
人
々
の
生
活
だ
。

誰
も
が
住
み
よ
い
地
域
を
つ
く
り
、
よ
り

良
い
生
活
を
送
る
た
め
に
、
地
域
の
み
ん

な
で
考
え
る
必
要
が
あ
る
。

　
人
々
の
営
み
に
は「
縁
」が
存
在
す
る
。

縁
に
は
、
血
縁
・
社
縁
・
地
縁
が
あ
り
、

血
縁
は
親
族
間
、
社
縁
は
会
社
や
社
会
、

地
縁
は
地
域
で
の
縁
。
人
は
い
ろ
い
ろ
な

縁
の
中
で
生
き
て
い
る
と
言
っ
て
も
良

い
。
そ
の
縁
に
は
、
相
互
扶
助
が
つ
き
も

の
で
、
そ
の
「
助
け
」
に
は
、
自
助
、
公

助
、
共
助
、
近
助
（
近
所
）、
縁
助
（
援

助
）
が
あ
る
。
自
助
は
自
ら
の
助
け
、
公

助
は
役
場
の
助
け
、
共
助
は
共
に
助
け
合

う
こ
と
、
近
助
（
近
所
）
は
隣
近
所
の
助

け
、
縁
助
（
援
助
）
は
さ
ま
ざ
ま
な
縁
で

の
助
け
が
あ
る
。

　
人
々
は
知
ら
ず
に
、
助
け
た
り
、
助
け

ら
れ
た
り
す
る
生
活
を
し
て
い
る
。
縁
を

大
切
に
す
れ
ば
、
縁
に
大
切
に
さ
れ
る
。

そ
の
ヒ
ン
ト
は
、
地
域
福
祉
の
中
に
隠
さ

れ
て
い
る
は
ず
だ
。
ま
ず
は
「
お
試
し
座

談
会
」
で
地
域
の
人
と
話
す
き
っ
か
け
を

作
っ
て
も
良
い
か
も
し
れ
な
い
。

　
次
ペ
ー
ジ
で
は
、
そ
の
踏
み
出
し
た
地

区
を
紹
介
す
る
。

2

地域福祉は、言葉にして説明するのは難しい
が、モラルやルール、暮らし方のようなもの
だと考えられる。その概念や実際の活動、そ
れを支える人たち。大津町を好きになるため
の活動が「わがまち　大好き　大作戦」だ。

大津町地域福祉計画
大津町地域福祉活動計画

わ
が
ま
ち

大
好
き
！

大
作
戦

2わ
が
ま
ち
　
だ
い
す
き
！
　
お
お
づ
だ
い
さ
く
せ
ん

特
集
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大津町独自の計画は、「大津方式」と
　役場が作る「地域福祉計画」と、社会福祉協議会（以下「社協」）
が作る「地域福祉活動計画」。大津町が作ったこの2つの計画は、
2つが1つの計画になっているような、混然一体の形になってい
るのが特徴です。これは役場と社協が協力しないとできません。
　平成15年頃から県内で計画の策定が始まりました。そのと
きに「大津町では独自の計画を進めていこう」と話し、計画策
定に参加してきました。結局、策定には3年以上かかりました。
計画を実施しながら計画書を作っていった「生きた計画書」です。
私は、このやり方を「大津方式」と呼んでいます。
　熊本県は、地域福祉計画と地域福祉活動計画の策定率は高い
数値を示していますが、このような策定方法はありません。全
国でも数少ない意欲的な取り組みだと思っています。

座談会という生きた意見を出す地域福祉
　住民が動けるきっかけを作っていくのが座談会です。住民は、
きっかけができるのを待っています。それをお手伝いするのが
行政であり社協なのです。
　座談会で住民の皆さんのお話を聞こうとすると、細かい課題
も出てくるし、普段意見を言わないような人も課題を出してく
れるんです。お互いが顔を合わせて、つぶやきを集めて、みん
なの座談会になっていますね。
　誰もが専門家であり、当事者です。東日本大震災以降、防災
の強化も求められています。地域の人たちが「自分たちを助け
合う固まり（集団）は何になるのだろうか」と考えています。座
談会を含めた地域福祉は、自分たちのエネルギーを再確認する
ものです。今後行われる「お試し座談会」などを活用して、まず
は地域のみんなでテーブルを囲んでみませんか？

この地域の特徴は、
地域の個性を生かし た活動をしていること

「
ち
ょ
こ
っ
と
」な
ら
で
き
る
　

　
多
々
良
地
区
は
鑪た
た
らと
も
書
き
、
以
前
は

砂
鉄
精
錬
炉
が
あ
っ
た
場
所
と
さ
れ
て
い

る
。
平
成
19
年
度
か
ら
地
域
福
祉
計
画
の

モ
デ
ル
地
区
指
定
を
受
け
、
座
談
会
と
同

時
に
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
を
実
施
し
て
い
る
。

　
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
は
、
そ
の
都
度
、
次

回
の
内
容
や
開
催
日
を
決
定
し
、
無
理
し

な
い
よ
う
に「“
ち
ょ
こ
っ
と
”ず
つ
で
き

る
こ
と
を
、
で
き
る
範
囲
で
」を
合
言
葉

に
実
施
。
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
の
内
容
は
多

彩
で
、先
祖
ま
つ
り
・
夏
祭
り
・
門
松
や
し

め
縄
や
納
豆
作
り
・
ど
ん
ど
や
な
ど
区
内

行
事
と
併
せ
て
行
う
こ
と
も
あ
る
。

　
地
域
の
看
護
師
が
、
サ
ロ
ン
開
催
日
ご

と
に
ま
と
め
た
２
年
間
の
血
圧
デ
ー
タ
は
、

参
加
者
の
健
康
管
理
に
役
立
っ
て
い
る
。

毎
年
夏
祭
り
は
、
町
外
や
県
外
で
就
職
し

た
子
ど
も
た
ち
の
帰
省
が
多
い
８
月
13
日

に
開
催
さ
れ
、
懐
か
し
い
地
域
住
民
の
集

ま
り
に
な
っ
て
い
る
。

　
毎
月
開
催
し
て
い
る「
ふ
れ
あ
い
サ
ロ

ン
」で
は
、
や
り
た
い
こ
と
や
話
す
こ
と

が
多
す
ぎ
て
、
毎
月
１
回
で
は
足
り
な
い

く
ら
い
だ
。
ス
ポ
ー
ツ
大
会
参
加
者
の
立

ち
話
の
中
か
ら
、「
散
歩
す
る
高
齢
者
が

多
い
の
で
、
ち
ょ
こ
っ
と
休
め
る
ベ
ン
チ

が
欲
し
い
」と
の
会
話
か
ら
、
地
元
の
大

工
さ
ん
が
廃
材
を
活
用
し
て
、す
ぐ
作
成・

設
置
し
た
。
不
法
投
棄
が
多
く
て
困
っ
て

い
た
と
き
、
不
法
投
棄
が
多
い
場
所
に
鳥

居
を
建
て
る
と
効
果
が
あ
る
こ
と
を
知
り
、

早
速
作
成
し
て
設
置
。
あ
る
時
は
、
防
災

訓
練
で
、
消
火
ホ
ー
ス
を
伸
ば
し
て
も
届

か
な
い
家
が
あ
っ
た
の
で
、
消
火
栓
を
増

設
す
る
準
備
を
行
い
、
そ
の
消
火
栓
の
上

に
電
燈
が
な
か
っ
た
の
で
、
防
犯
灯
の
設

置
の
準
備
を
す
る
な
ど
、“
ち
ょ
こ
っ
と
”

ず
つ
活
動
を
行
っ
て
い
る
。

心
か
ら「
や
っ
て
良
か
っ
た
」と

　
「
ど
う
し
た
ら
い
い
の
か
話
し
合
っ
て

い
て
も
よ
く
分
か
ら
な
い
の
で
、
と
に
か

く
始
め
て
み
よ
う
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま

し
た
」と
多
々
良
地
区
の
古
庄
章
一
郎
区

長
は
、
活
動
開
始
当
初
を
思
い
返
し
な
が

ら
話
し
た
。
多
々
良
区
が
最
初
に
行
っ
た

の
は
、
森
地
区
の
サ
ロ
ン
活
動
の
視
察
だ
。

そ
の
様
子
を
見
て
、
こ
れ
な
ら
自
分
た
ち

に
も
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
と
思
い
、
サ

ロ
ン
の
開
催
に
踏
み
切
っ
た
。

　
サ
ロ
ン
の
中
で
話
に
出
た
こ
と
は
ほ
ぼ

実
行
で
き
た
。
大
き
な
こ
と
が
で
き
な
く

て
も
、
小
さ
い
こ
と
は
1
0
0
％
実
行
し

て
い
る
。
散
歩
を
す
る
高
齢
者
の
休
憩
用

に
作
ら
れ
た
ベ
ン
チ
は
、
活
動
の
中
で
出

た
話
が
き
っ
か
け
に
な
っ
て
作
成
さ
れ
た

も
の
。
集
会
所
の
入
り
口
に
設
置
さ
れ
て

い
る
傘
立
て
も
、
必
要
だ
と
い
う
話
を
聞

い
て
す
ぐ
に
作
成
し
た
。

　
は
じ
め
は
不
安
も
あ
り
、
活
動
開
始
ま

で
に
時
間
が
か
か
っ
た
が
、
今
は
み
ん
な

が
小
地
域
福
祉
活
動
を
進
め
て
き
て
良

か
っ
た
と
思
っ
て
い
る
。「
老
後
の
た
め

に
も
、
こ
れ
か
ら
も
活
動
を
続
け
て
い
き

た
い
」と
古
庄
区
長
は
み
ん
な
と
笑
っ
た
。

多
々
良
地
区

10
～
20
年
後
の
楽
善
の
た
め
に

　
楽
善
地
区
は
、
平
成
19
年
度
に
地
域
福

祉
計
画
の
モ
デ
ル
地
区
指
定
を
受
け
、
住

民
座
談
会
を
開
催
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

同
地
区
は
比
較
的
新
し
い
住
宅
地
な
の

で
、
現
在
の
生
活
に
特
に
困
っ
て
い
な
い

と
い
う
意
見
も
あ
っ
た
が
、
回
を
重
ね
て
、

10
年
～
20
年
後
の
楽
善
を
考
え
て
い
く
う

ち
に
、
少
子
高
齢
化
や
交
通
手
段
が
な
い
、

顔
見
知
り
が
少
な
い
な
ど
の
心
配
ご
と
が

数
多
く
挙
が
っ
た
。

　
平
成
18
年
度
か
ら
の
モ
デ
ル
地
区
で
あ

る
森
地
区
に
な
ら
っ
て
、
中
学
生
以
上
の

全
区
民
を
対
象
に
行
っ
た
福
祉
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
は
、
同
様
の
結
果
が
得
ら
れ
た
こ

と
で
、
今
の
う
ち
か
ら
近
隣
住
民
と
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
深
め
て
い
く
こ
と

が
、
今
後
の
楽
善
区
を
よ
り
良
く
す
る
こ

と
に
つ
な
が
る
と
い
う
認
識
が
深
ま
っ
た
。

　
「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」を
主
眼
に
、

今
後
は「
祭
り
実
行
委
員
会
」の
立
ち
上
げ
、

子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
全
区
民
を
巻
き

込
ん
だ「
ふ
れ
あ
い
コ
ン
テ
ナ
回
収
」、
豊

富
な
人
材
を
活
用
し
た「
ふ
れ
あ
い
ミ
ニ

デ
イ
の
充
実
」、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

の
重
要
性
を
広
め
る
た
め
の「
広
報
」の
工

夫
な
ど
を
検
討
し
て
い
る
。

　
座
談
会
参
加
者
は
月
に
一
度
集
う
こ
と

で
顔
見
知
り
に
な
り
、
今
や
恒
例
と
な
っ

た「
近
況
報
告
」は
、
参
加
者
相
互
の
距
離

を
縮
め
る
有
意
義
な
時
間
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
を
、
座
談
会

参
加
者
だ
け
で
な
く
楽
善
区
全
体
に
広
め

よ
う
と
、
知
恵
を
出
し
合
い
、
楽
し
み
な

が
ら
進
め
て
い
る
。

人
が
変
わ
り
、
思
い
は
広
が
る

　

高
齢
に
な
っ
て
車
を
運
転
で
き
な
く

な
っ
た
ら
―
。
そ
ん
な
将
来
が
不
安
で
あ

り
、
だ
か
ら
こ
そ
今
か
ら
行
動
し
な
く
て

は
な
ら
な
い
と
い
う
思
い
が
あ
っ
た
と
楽

善
区
の
水
上
克
洋
区
長
は
語
る
。

　
楽
善
地
区
は
昨
年
か
ら「
若
草
児
童
学

園
夏
祭
り
」の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
始
め
た
。

小
地
域
福
祉
活
動
の
開
始
以
降
、
祭
り
の

参
加
者
は
増
加
し
、
水
上
区
長
は
地
域
や

家
族
の
つ
な
が
り
、
若
草
児
童
学
園
の
子

ど
も
た
ち
や
先
生
と
の
つ
な
が
り
を
強
く

感
じ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
。

　
座
談
会
の
メ
ン
バ
ー
は
毎
年
入
れ
替
わ

る
た
め
、
こ
れ
ま
で
地
域
福
祉
に
関
わ
っ

た
人
数
は
延
べ
1
0
0
人
に
の
ぼ
る
。
地

区
の
人
口
の
約
6
分
の
1
が
地
域
福
祉
に

触
れ
る
き
っ
か
け
を
得
た
の
だ
。
楽
善
区

で
は
、
以
前
の
座
談
会
の
メ
ン
バ
ー
が
コ

ン
テ
ナ
回
収
な
ど
の
活
動
に
参
加
す
る
こ

と
も
少
な
く
な
い
。

　
「
歴
代
の
区
長
さ
ん
や
地
域
福
祉
推
進

委
員
さ
ん
の
思
い
や
取
り
組
み
、
社
会
福

祉
協
議
会
や
役
場
か
ら
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ

が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、
今
の
形
が
あ
る
の

だ
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
皆
さ
ん
の

ア
ド
バ
イ
ス
を
も
ら
い
な
が
ら
活
動
を
少

し
で
も
継
続
さ
せ
、
発
展
さ
せ
て
い
き
た

い
で
す
ね
」と
水
上
区
長
は
先
駆
者
へ
の

感
謝
の
気
持
ち
と
今
後
の
抱
負
を
語
っ
た
。

楽
善
地
区

㈲ひとちいき計画ネットワーク
代表取締役
熊本県地域福祉推進サポーター
（熊本県社会福祉協議会委嘱）、
技術士（都市および地方計画）、
一級建築士
県、市町村のまちづくり、地域
計画、都市計画策定を支援。近
年では、市町村、社会福祉協議
会などの地域福祉推進にかかわ
る住民ワークショップや地域住
民活動支援に参画。

人に個性があるように、地域も地域の特性がある。

地域の人が、地域のメリットとデメリットを話し
合い、自分たちが行動したことで、問題が解決し、
笑顔が生まれた―。ここでは、小地域福祉活動を
長年続けた多々良地区と楽善地区を紹介する。

佐さ

伯え
き

謙け
ん

介す
け

さ
ん

↑新しい公民館で、できたばかりのの傘立てと一緒に

↑どの地区でも「はじめの一歩」がある　初年度の説明会

町
中
部
に
位
置
す
る
楽
善
地
区
は
、
人
口
６
４
７
人
。

４
歳
以
下
人
口
32
人
。
高
齢
化
率
18
・
５
％
の
地
域
。

（
平
成
23
年
７
月
末
現
在
）

町
北
部
に
位
置
す
る
多
々
良
地
区
は
、
人
口
１
０
２
人
。

４
歳
以
下
人
口
３
人
。
高
齢
化
率
27
・
５
％
の
地
域
。

（
平
成
23
年
７
月
末
現
在
）

水み
ず

上か
み

克か
つ

洋ひ
ろ

区
長

古ふ
る

庄し
ょ
う

章し
ょ
う

一い
ち

郎ろ
う

区
長

特
集
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い
ま
す
。
私
は
そ
れ
を
守
っ
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
先
日
、
大
津
ま
ち
お
こ
し
大
学
の
地

域
お
こ
し
学
科
の
皆
さ
ん
が「
大
津
南

街
道
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
マ
ッ
プ
」を
つ
く

り
ま
し
た
が
、
あ
の
マ
ッ
プ
は
、
町
の

魅
力
を
楽
し
く
、
再
確
認
・
再
発
見
し

て
い
ま
し
た
。
魅
力
を
見
つ
け
出
す
こ

と
は
、
町
の
宝
を
発
見
す
る
こ
と
で
す
。

あ
れ
を
き
っ
か
け
に
し
て
、
住
民
の
皆

さ
ん
が
、
北
部
、
中
部
の
マ
ッ
プ
を
つ

く
っ
て
み
る
の
も
面
白
い
で
し
ょ
う
ね
。

　

と
に
か
く
人
と
人
の
触
れ
合
い
が

一
番
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
の
た

め
の
地
域
活
動
で
す
か
ら
。
何
か
や
り

た
い
け
ど
、
で
き
な
い
こ
と
も
あ
り

ま
す
が
、
地
域
福
祉
の
こ
と
も
考
え
て
、

地
域
活
動
を
推
進
し
て
い
く
べ
き
で
す
。

　
多
く
の
地
区
で
地
域
を
活
性
化
さ
せ

る
た
め
に
活
動
し
て
ほ
し
い
で
す
ね
。

蛍
が
き
れ
い
な
と
こ
ろ
、
水
が
き
れ
い

な
と
こ
ろ
、
紅
葉
が
き
れ
い
な
と
こ
ろ
。

地
域
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
特
色
が
あ
り
ま

大
津
町
区
長
会
会
長
（
大
林
区
長
）

　

宇う

佐さ

川が
わ

　
惠め

ぐ
み

さ
ん

町
の
歴
史
と

伝
統
文
化
を

守
り
、

地
域
に
愛
を
。

そ
れ
ま
で
ト
ッ
プ
だ
っ
た
夫
婦
と
子
ど
も

世
帯
は
１
、４
５
８
万
世
帯（
総
世
帯
の

28・７
％
に
な
り
2
位
に
）に
な
っ
た
。

少
子
高
齢
化
の
波
は
少
し
ず
つ
や
っ
て
来

て
、
人
々
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
変
化
が

進
ん
で
い
る
。

　
「
正
常
化
の
偏
見
」と
い
う
言
葉
が
あ

る
。
災
害
心
理
学
で
は
、
目
の
前
に
危
険

が
迫
っ
て
き
て
い
る
の
に
、
ま
た
は
迫
っ

て
く
る
直
前
ま
で
、
そ
の
危
険
を
認
め
よ

う
と
し
な
い
人
間
の
一
般
的
な
心
理
傾
向

の
こ
と
だ
。
自
分
は
長
生
き
す
る
だ
ろ
う
。

高
齢
者
に
な
っ
て
も
子
ど
も
が
面
倒
見
て

く
れ
る
だ
ろ
う
。
障
害
者
に
な
る
こ
と
は

な
い
だ
ろ
う
。
地
震
は（
す
ぐ
に
は
）来
な

い
だ
ろ
う
。
自
分
の
家
が
火
事
に
な
る
こ

と
は
な
い
だ
ろ
う
―
。
こ
の
感
覚
が「
正

常
化
の
偏
見
」だ
。

　
こ
れ
は
、
誰
も
が
持
っ
て
も
お
か
し
く

な
い
も
の
だ
が
、
持
っ
て
い
な
い
方
が
良

い
感
覚
だ
。
私
た
ち
が
、
安
全
で
安
心
な

生
活
を
送
っ
て
い
く
た
め
に
は
、
そ
の
地

域
で
何
が
で
き
る
か
、
何
を
す
る
の
か
―

を
考
え
て
い
く
べ
き
だ
。

　
そ
の
た
め
に
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

の
強
化
が
叫
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
だ

ろ
う
。
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
が
強
化
さ
れ
れ

ば
、
人
々
の
つ
な
が
り
が
生
ま
れ
る
。
つ

な
が
り
は
、
高
齢
者
や
障
害
者
の
人
た
ち

が
生
活
す
る
際
の
困
り
事
に
も
、
災
害
は

発
生
し
た
と
き
に
も
良
い
方
向
に
働
く
だ

ろ
う
。
そ
し
て
笑
顔
が
生
ま
れ
る
だ
ろ
う
。

そ
れ
が「
地
域
福
祉
」で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
つ
な
が
る
こ
と
は
楽
し
い
だ
け
で
は
な

く
、多
く
の
効
果
が
生
ま
れ
る
。

　
さ
あ
、
今
こ
そ
つ
な
が
ろ
う
。
人
と
人

の
間
に「
プ
ラ
ス
」が
入
れ
ば
、
つ
な
が
る

こ
と
が
で
き
る
。
心
が
つ
な
が
れ
ば
、
私

た
ち
に
で
き
な
い
こ
と
は
な
い
。
こ
れ
か

ら
、一
緒
に
前
を
向
き
続
け
よ
う
。

特
集
　
プ
ラ
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今
年
の
夏
も
、
町
内
の
各
地
区
で
夏
祭

り
が
開
催
さ
れ
た
。
祭
り
は
、
み
ん
な
で

計
画
し
、
準
備
を
行
う
こ
と
で
開
催
す
る

こ
と
が
で
き
る
。
ど
の
地
域
で
も
多
く
の

人
が
参
加
し
、
世
代
を
超
え
た
地
域
内
の

交
流
を
行
い
、祭
り
を
楽
し
ん
だ
。

　
自
分
た
ち
の
愛
す
る
地
域
で
、
地
域
の

人
た
ち
が
考
え
て
、
自
分
た
ち
で
行
動
す

る
―
。
祭
り
も
小
さ
な
ま
ち
づ
く
り
だ
と

言
え
る
か
も
し
れ
な
い
。

　
平
成
22
年
国
勢
調
査
結
果
速
報
に
よ
る

と
一
人
暮
ら
し
世
帯
は
、
１
、５
８
８
万

世
帯
。
総
世
帯
の
31
・
２
％
を
占
め
、
初

め
て
一
人
暮
ら
し
世
帯
が
最
多
と
な
っ
た
。

地
域
に
は
、豊
富
な
人
材
が

　

地
域
福
祉
を
推
進
す
る
た
め
に
は
、

地
域
の
皆
さ
ん
の
協
力
が
不
可
欠
だ
。

そ
の
協
力
を
得
る
た
め
に
は
、
支
援
者

が
必
要
に
な
る
。
そ
の
支
援
者
と
し
て
、

地
域
に
は
、
区
長
や
区
役
員
、
そ
し
て

民
生
児
童
委
員
や
地
域
福
祉
推
進
委
員

が
い
る
。
委
員
の
皆
さ
ん
は
、
各
地
区

で
の
地
域
福
祉
推
進
の
要
と
な
る
た
め

に
年
に
数
回
、
地
域
福
祉
に
つ
い
て
の

研
修
を
重
ね
て
い
る
。
い
わ
ば
、
地
域

で
の
旗
振
り
役
だ
。

　
そ
の
他
に
も
、
消
防
団
や
子
ど
も
会

な
ど
地
域
の
た
め
に
活
動
し
て
い
る
人

は
多
く
い
る
。
そ
の
人
た
ち
と
一
緒
に
、

そ
の
地
域
の
す
べ
て
の
住
民
が
、
地
域

の
た
め
に
動
く
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
明

日
の
大
津
町
は
も
っ
と
元
気
に
な
る
。

大
津
町
は
い
ろ
ん
な
意
味
で
静

か
で
す
ね
。
自
然
が
つ
く
る

「
静
け
さ
」も
あ
り
ま
す
し
、
逆
に
言
え

ば
、
何
も
無
い「
静
か
さ
」も
あ
り
ま
す
。

も
っ
と
人
を
呼
べ
る
も
の
が
あ
る
と
良

い
で
す
ね
。

　
10
月
に
は
大
津
駅
南
口
も
オ
ー
プ
ン

し
ま
す
が
、
人
が
触
れ
合
う
拠
点
に
な

る
と
良
い
で
す
ね
。
触
れ
合
い
を
楽
し

む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
拠
点
を
目
指

し
て
ほ
し
い
で
す
。
駅
だ
け
で
は
な
く

「
あ
そ
こ
に
い
く
と
楽
し
い
ぞ
」と
い
う

場
所
が
あ
る
と
、
人
と
人
の
交
流
が
盛

ん
に
な
り
ま
す
か
ら
ね
。

　

大
林
区
で
は
、　

公
園
化
事
業
を
進

め
て
い
ま
す
。
ブ
ラ
ン
コ
、
あ
ず
ま

や
を
作
っ
た
り
、
芝
を
植
え
て
パ
タ
ー

ゴ
ル
フ
が
で
き
る
よ
う
に
し
た
り
し
て
、

世
代
間
を
超
え
て
楽
し
め
る
公
園
を
作

ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。　

　
こ
の
町
に
は
、日
吉
神
社
、上
井
手
・

下
井
手
、梅
の
造
花
、宿
場
町
な
ど
、今

で
も
、
歴
史
と
伝
統
文
化
が
息
づ
い
て

人
と
人
が
触
れ
合
う
場
所
を

用
意
す
る
こ
と
が
必
要

人
が
つ
な
が
っ
て
い
く
た
め
に

触
れ
合
う
た
め
に
地
域
は
あ
る

す
。
そ
れ
を
生
か
し
て
活
動
す
る
た
め

に
、
区
長
同
士
の
情
報
交
換
も
行
っ
て
、

区
同
士
の
交
流
も
行
い
た
い
で
す
ね
。

　
区
長
を
始
め
て
、
本
当
に
地
区
の
こ

と
が
見
え
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

大
津
町
の
人
と
地
域
の
こ
と
で
話
し
込

む
こ
と
も
多
く
な
り
、
地
区
の
こ
と
を

い
つ
も
考
え
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
雨

が
降
っ
た
ら
地
域
を
見
て
回
ら
な
い
と

落
ち
着
か
な
い
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
も
大
津
町
が
発
展
し
て
い

く
た
め
に
、
地
域
に
愛
を
、
地
域
へ
愛

を
―
。
人
の
触
れ
合
い
を
大
事
に
し
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

大
津
町
に
は
65
の
行
政
区
が
あ
る
。
65
の
地
域
が
持
つ
メ
リ
ッ

ト
、
デ
メ
リ
ッ
ト
は
地
域
の
人
が
一
番
知
っ
て
い
る
。

こ
れ
か
ら
の
地
域
は
、
ど
の
よ
う
に
動
い
て
い
く
べ
き
か
―
。

区
長
会
長
の
宇
佐
川
さ
ん
に
話
を
聞
い
た
。

↑定期的に開催される地域福祉推進委員の研修会

↑8月14日、真木地区で開かれた夏祭り

人
＋
人
＝
∞
（
無
限
大
）

こ
れ
か
ら
も
一
緒
に
前
を

特
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10
月
は
、県
下
一
斉
に
マ
イ
バ
ッ
グ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が

行
わ
れ
、
レ
ジ
袋
の
無
料
配
布
中
止
も
取
り
組
ま
れ
て

い
ま
す
。
皆
さ
ん
も
お
買
い
物
の
際
に
は
、
マ
イ
バ
ッ

グ
を
持
参
し
ま
し
ょ
う
。

　
地
球
温
暖
化
防
止
や
循
環
型
社
会
の
構
築
を
目

的
に
、10
月
１
日
か
ら
31
日
に
か
け
て
、「
マ
イ
バ
ッ

グ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン（
買
い
物
袋
持
参
運
動
）」が
行
わ

れ
ま
す
。
こ
れ
は
熊
本
県
が
推
進
し
て
い
る
、
レ

ジ
袋
削
減
の
取
り
組
み
の
一
つ
で
、
熊
本
県
内
全

域
が
対
象
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た「
レ
ジ
袋
の
無
料
配
布
中
止
」に
取
り
組
む

店
舗
も
増
え
て
き
て
い
ま
す
。
す
で
に
町
外
の
一

部
の
店
舗
で
は
無
料
配
布
の
中
止
が
開
始
さ
れ
て

お
り
、今
後
も
こ
の
取
り
組
み
は
続
け
ら
れ
、無
料

配
布
中
止
の
店
舗
数
も
増
加
し
て
く
る
と
予
想
さ

れ
ま
す
。

　
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
期
間
に
限
ら
ず
、
お
買
い
物
の

際
は
、
マ
イ
バ
ッ
グ
持
参
に
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

レ
ジ
袋
削
減
の
効
果

レ
ジ
袋
を
減
ら
す
こ
と
で
、
こ
ん
な
効
果
が

　
ご
み
の
減
量　
レ
ジ
袋
は
１
人
当
た
り
年
間
約

３
０
０
枚
使
わ
れ
て
い
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

不
要
な
レ
ジ
袋
を
断
る
こ
と
で
、
ご
み
の
量
を
減

ら
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
石
油
資
源
の
消
費
抑
制　
レ
ジ
袋
１
枚
を
生
産

す
る
の
に
、
原
料
と
し
て
約
20
㎖
（
お
ち
ょ
こ
１

杯
程
度
）の
石
油
が
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
レ
ジ
袋
を

減
ら
す
こ
と
で
、
貴
重
な
石
油
資
源
を
大
事
に
使

う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　　

地
球
温
暖
化
の
防
止　
レ
ジ
袋
を
燃
や
す
と
、

地
球
温
暖
化
の
原
因
と
な
る
Ｃ
Ｏ
２（
二
酸
化
炭

素
）が
発
生
し
ま
す
。
レ
ジ
袋
を
減
ら
す
と
地
球
温

暖
化
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　　
使
い
捨
て
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
見
直
し　
レ
ジ

袋
を
断
る
こ
と
は
、普
段
の
買
い
物
で
、誰
で
も
す

ぐ
に
、
簡
単
に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
る
身
近
な

行
動
で
す
。「
使
い
捨
て
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
」か
ら

「
資
源
を
大
切
に
す
る
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
」へ
見
直

す
き
っ
か
け
に
な
り
ま
す
。

マ
イ
バ
ッ
グ
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
と
レ
ジ
袋
無
料
配
布
中

止
に
ご
協
力
を

子育て支援課　子育て支援係　☎（293）5981 環境保全課  環境保全係　☎（293）3113

　あなたの土地の樹木が道路に倒れたり、張り出したり、枝が落ち
たりして歩行者や車の通行の妨げになっていませんか？
　私有地から道路に張り出している枝や葉は、土地の所有者に所有
権があります。県や町では切ることができませんので所有者にせん
定をお願いしています。
　木の枝や生け垣が道路上に張り出したり覆いかぶさったりすると
通行しづらいだけでなく交通事故の原因にもなりかねません。交通
事故防止のためにも所有者の定期的なせん定をお願いします。

○問い合わせ　役場道路整備課　道路維持係　☎（293）2815
　　　　　　　菊池地域振興局　維持管理課　☎ 0968（25）2167

道路に張り出した木は切りましょう

34 2 1

一般的な車道や路肩では
4.5m以上の確保が必要です。

歩道上では 2.5m以上の
確保が必要です。

協力会員

依頼会員

子どもを預けたい人と、預かりたい人が助け合う事業です

・仕事の都合で
 保育園（幼稚園）に迎えに行けない！

・家族が病気で子どもの世話ができない
・ちょっとリフレッシュしたいなぁ

・子育てのお手伝いをしたい！
・子どもが大好き
・何か福祉のお仕事がしたい！

利用までの流れ

●申し込み・問い合わせ
ファミリー・サポート・センター
（町子育て・健診センター内）
☎（294）9511

料　

金

※依頼会員、協力会員の両方登録することもできます。

まずは登録をしてみませんか？ファミリー・サポート・センターへお越しください。

～預かった子どももすぐに慣れ、その会員さんは「大津のおばあちゃん」と呼ばれているそうですよ～

預けたい人（依頼会員）と
預かりたい人（協力会員）は
事前にセンターに登録をする

※大事な子どもを預けたり、預かったりする
ことになります。事前にしっかりと研修で
説明を受けましょう。

利用したいときにセンターへ連絡する
と、センターが条件にあった協力会員
を紹介します。

※なるべく早めにご連絡ください。
　緊急のときも対応しています。

協力会員の家に子どもを預ける

預かり終わったら、料金を支払う

事前に依頼会員と協力会員、センター
の職員で打ち合わせをする。

事前打ち合わせ

料金の支払い

サポートセンター

協力依頼

会員登録
会員研修

保育依頼

会員登録
会員研修

　子どもが好きで、10年前に登録をしました。
　子どもの笑顔を見ると、自分も子どものような笑顔になります。「大変でしょう」と
言われますが、子どもから楽しさや元気をいっぱいもらうので苦になりません。
　「ほほえみ」で出会った人とは今でもお付き合いをしています。たくさんの人と出会
うことで世界が広がりました。

会員研修を受ける

１時間 300円
（月～金）午前７時～午後８時
上記以外は350円

依頼会員 協力会員

（料金の半分は、町からの助成金）

●助成金はまとめて月末にお渡しします

助成金

助成金

300円
or
350円

300円
or
350円

１時間 600円（月～金）午前７時～午後８時
上記以外は700円

10年間、協力会員をしている人に話を聞いてみました
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勉強、頑張りました！安心・安全への誓い

夏休み集中学習会消防殉職者慰霊式

　「夏休み集中学習会」は、苦手科目の克服と学力向上を
目的に、７月26日～７月29日の４日間、オークスプラ
ザで行われ、108人の小中学生が参加しました。課題教
材や夏休みの宿題など、高校生ボランティアや町学習支
援指導員の先生たちに教えてもらいながら学習に励んで
いました。学年に応じたＮＩＥ講座や英語教室なども行
い、子どもたちは楽しみながら学ぶことができました。

4年目のシーズンスタート部落差別を考える

大津まちおこし大学始業式第20回大津町人権・同和教育推進大会

　「第20回大津町人権・同和教育推進大会」は７月16日、
町文化ホールで大勢の参加で開催されました。当日は、
町内の小学生２人、中学生１人の人権作文発表があり、学
校での人権学習の取り組みや考えたことを発表しました。
また、「部落の歴史～部落差別を乗り越えるために～」と
題して、町地域人権教育指導員　野

の
口
ぐち
一
いっ
世
せい
さんによる部

落差別の歴史的背景などについて講演がありました。

　昨年12月、防災の任務を遂行中、不幸にして尊い命を
落とされた、大津町消防団「故金田幸一第６分団長」の殉
職者慰霊式を７月16日、大津斎場で行いました。式には、
ご遺族、秋本敏文日本消防協会理事長、米村熊本県消防協
会長、家入町長ほか消防団員など約80人が参列。御霊の
ご冥福を祈るとともに、安心・安全への誓いを新たにしま
した。

約60人の参加と12団体の参加で、始業式は盛り上がりました講演する野口さん秋本理事長から金田さんのご遺族に
顕彰状と弔慰金が授与されました

新聞を使った講座「NIE講座」　夏に関する記事を探しています

交通安全に心掛けましょう

大津町建設業組合が小学校で安全教室

　工事現場での事故防止のための安全教室は７月12
日、大津北小学校で行われました。大津町建設業組合
（宇

うつのみや
都宮一

いっ
誠
せい
組合長）が毎年実施しているもので、トラッ

クやショベルカーなどの重機を使い事故の恐ろしさや交
通安全の大切さを教えました。参加した児童たちは、実
際に動く重機を見ながら真剣な表情で組合員の説明を受
けていました。

「大津お守り隊」出発

町内清掃ボランティア

　町内清掃ボランティアは７月29日、早朝から町道と県
道で行われました。大津町建設業組合のボランティア組
織「大津お守り隊」の皆さんが地域社会貢献事業のため実
施しているものです。参加した約100人が役場前で出発
式を行い、駅前やイオン大津店前の道路沿いの樹木の枝
切りや引水区内の側溝内の土砂の除去などに汗を流し、
道路が見違えるようにきれいになりました。

早朝からのボランティアありがとうございました内輪差による事故の説明　児童たちは真剣に話を聞いていました

大津の小さな作家たち 創作絵本・物語が製本され、図書館に

　大津まちおこし大学の始業式は、8月12日、町生涯学
習センターで行われました。学長である家入町長から「一
歩踏み出すチャンス。それがこの大学です。厳しい時代
だからこそ素晴らしいものが生まれると思う」とあいさ
つがあり、畑

はた
中
なか
寛
ひろし
運営委員長も「全てはまちおこしにつ

ながります」と思いを語りました。今後は、各学科で月に
1度活動を行い、3月には合同活動報告会を開催します。

　町内の小中学校の児童生徒が作った作品が本になりま
した。これはおおづ図書館が「自分の作品が本になる喜
びを子どもたちに味わってもらいたい」という思いから
創作絵本・物語を募集したものです。町内の小中学生か
ら12点の応募があり、優秀作品3点が図書館職員の手で
製本されました。室小4年の石

いし
原
はら
綺
あや
華
か
さん、横

よこ
山
やま
未
み
愛
のり
さん、

山
やま
田
だ
たま子

こ
さんの作品である｢ひろしのぼうけん｣、大津

北小6年今
いま
村
むら
千
ち
佳
か
さんの作品である「アントのぼうけん」、

大津北中3年武
たけ
田
だ
翠
みどり
さんの作品である「リッタとポールの

冒険」は、図書館で貸出・閲覧ができます。武田さんは「自
然に湧いてきたストーリーです。（完成した）本を見たと
きはうれしかったです」と喜びを語りました。

第2回「大津の小さな作家たち」
創作絵本・物語募集！
おおづ図書館では今年も創作絵本・物語を募集します。
▶募集締切　11月4日（金）
▶応募資格　町内小中学校の児童生徒
▶募集内容　テーマは自由
　　　　　　（未発表のオリジナル作品に限る）
　応募の注意点など、詳しくはお問い合わせください。
▶申し込み・問い合わせ　
　おおづ図書館　☎（294）8011

前列左から、石原さん、横山さん、山田さん
後列左から、武田さん、今村さん
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クローズアップ　大津人クローズアップ　大津人

　
６
月
18
日
メ
キ
シ
コ
で
開
幕
し
た
Ｆ
Ｉ
Ｆ
Ａ 

Ｕ
―

17　
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
２
０
１
１
。
18
年
ぶ
り
に
ベ

ス
ト
８
ま
で
勝
ち
進
ん
だ
メ
ン
バ
ー
の
中
に
大
津
高

校
の
植
田
直
通
く
ん
が
い
た
。
セ
ン
タ
ー
バ
ッ
ク
を

ポ
ジ
シ
ョ
ン
に
、
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
戦
で
は
、
得
意
の

ヘ
デ
ィ
ン
グ
で
ゴ
ー
ル
を
奪
い
、
そ
の
身
体
能
力
の

高
さ
を
世
界
に
見
せ
つ
け
た
。
彼
が
大
津
高
校
で
学

ん
だ
こ
と
、
こ
れ
か
ら
の
こ
と
を
聞
い
て
み
た
。

　
小
学
校
２
年
生
か
ら
テ
コ
ン
ド
ー
を
始
め
た
。
保

育
園
の
先
生
が
指
導
し
て
い
た
道
場
に
通
い
、
練
習

を
続
け
た
。
抜
群
の
身
体
能
力
と
ス
ポ
ン
ジ
の
よ
う

に
技
術
を
吸
収
す
る
力
は
、
子
ど
も
の
頃
か
ら
彼
に

備
わ
っ
て
い
た
。
そ
の
努
力
は
、
彼
を
テ
コ
ン
ド
ー

の
日
本
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
に
し
た
。
世
界
大
会
出
場
は
、

簡
単
な
努
力
で
は
達
成
で
き
な
い
は
ず
だ
。

　
テ
コ
ン
ド
ー
と
同
時
に
サ
ッ
カ
ー
を
始
め
た
。
き
っ

か
け
は
、
友
達
が
始
め
た
か
ら
自
分
も
始
め
た
と
い

う
よ
く
あ
る
話
だ
っ
た
が
、
そ
れ
で
も
中
学
生
ま
で

は
テ
コ
ン
ド
ー
と
サ
ッ
カ
ー
を
両
立
さ
せ
た
。
そ
し

て
高
校
か
ら
は
サ
ッ
カ
ー
一
本
で
や
っ
て
い
こ
う
と

決
め
た
。

　
「
サ
ッ
カ
ー
を
す
る
な
ら
大
津
高
校
で
や
ろ
う
と
決

め
て
い
ま
し
た
」
レ
ギ
ュ
ラ
ー
を
約
束
さ
れ
る
高
校

で
は
な
く
、
レ
ギ
ュ
ラ
ー
争
い
を
し
な
が
ら
サ
ッ
カ
ー

が
で
き
る
と
こ
ろ
に
行
き
た
か
っ
た
。
そ
の
向
上
心

が
彼
の
人
生
を
良
い
方
向
に
導
い
て
い
る
。
平
岡
和

徳
監
督
と
の
出
会
い
も
そ
う
だ
。
中
学
時
代
ま
で
は

フ
ォ
ワ
ー
ド
だ
っ
た
植
田
く
ん
を
１
年
生
の
夏
に
セ

ン
タ
ー
バ
ッ
ク
に
チ
ェ
ン
ジ
さ
せ
た
の
が
平
岡
監
督

だ
っ
た
。
今
で
こ
そ
セ
ン
タ
ー
バ
ッ
ク
と
し
て
有
名

に
な
っ
た
が
、
彼
の
特
性
を
上
手
く
見
出
し
た
の
だ
。

　
「
監
督
に
は
い
ろ
ん
な
こ
と
を
教
え
て
も
ら
い
ま
し

た
」
と
平
岡
監
督
に
対
す
る
尊
敬
も
強
い
。
特
に
好

き
な
名
言
は
「
１
技
２
万
回
」
と
い
う
言
葉
。
一
つ

の
技
で
も
２
万
回
練
習
す
れ
ば
自
分
の
も
の
に
な
る

と
い
う
意
味
だ
。
そ
の
他
に
も
「
24
時
間
を
ど
う
デ

ザ
イ
ン
す
る
か
」
な
ど
教
え
て
く
れ
た
。「
今
は
食
生

活
も
か
な
り
気
を
付
け
て
い
る
ん
で
す
。
今
は
24
時

間
と
い
う
よ
り
１
カ
月
で
デ
ザ
イ
ン
し
て
い
ま
す
ね
」

と
き
っ
ぱ
り
。

　
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
で
は
、
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
戦
で
ゴ
ー

ル
を
決
め
た
が
、「
練
習
で
や
っ
て
い
た
こ
と
を
い
つ

も
通
り
や
っ
た
だ
け
」
と
冷
静
に
分
析
す
る
。
準
々

決
勝
で
ブ
ラ
ジ
ル
に
惜
敗
。「
次
は
ブ
ラ
ジ
ル
に
絶
対

勝
ち
た
い
で
す
」
と
早
く
も
リ
ベ
ン
ジ
を
燃
や
す
。

先
日
、
植
田
く
ん
は
Ｕ
―
18
の
代
表
に
選
出
さ
れ
た
。

し
か
し
彼
の
目
標
は
、
Ａ
代
表
（
日
本
代
表
）
に
な
っ

て
、
海
外
の
チ
ー
ム
で
プ
レ
ー
す
る
こ
と
。
Ｕ
―
18

代
表
も
、
そ
の
た
め
の
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
だ
と
考
え

て
い
る
の
だ
ろ
う
。
彼
の
ブ
ラ
ジ
ル
へ
の
リ
ベ
ン
ジ

達
成
も
そ
う
遠
く
は
な
い
だ
ろ
う
。

　
と
は
い
え
、
今
は
全
国
高
校
サ
ッ
カ
ー
選
手
権
大

会
に
目
を
向
け
て
い
る
。
先
日
秋
田
県
で
開
催
さ
れ

た
高
校
総
体
で
は
、
無
念
の
３
回
戦
敗
退
。「
こ
れ
か

ら
の
大
会
は
、
優
勝
し
か
考
え
て
い
ま
せ
ん
。
絶
対

優
勝
し
た
い
と
思
い
ま
す
」
と
植
田
く
ん
は
意
気
込

み
を
新
た
に
し
た
。

　
親
の
協
力
に
常
に
感
謝
し
、
今
ま
で
支
え
て
も
ら
っ

た
多
く
の
人
に
も
感
謝
は
忘
れ
て
い
な
い
。「
も
っ
と

サ
ッ
カ
ー
を
盛
り
上
げ
て
い
き
た
い
で
す
。
い
ろ
ん

な
世
代
の
人
に
サ
ッ
カ
ー
の
魅
力
を
伝
え
て
い
き
た

い
で
す
」
と
語
る
彼
は
、
日
本
の
サ
ッ
カ
ー
界
を
背

負
っ
て
立
つ
自
信
が
感
じ
ら
れ
た
。

植田 直通
Ueda Naomichi
1994.10.24 185cm 73kg
熊本県立大津高校サッカー部

高校総体終了後、大津高
校白濱校長と役場に来て
くれた植田くん。今後の
意気込みを家入町長たち
に語った。

植
うえ

田
だ

 直
なお

通
みち

さん（大津）

大津のサッカーが
世界で通用することを
彼は、教えてくれた。
しかし、彼の眼差しは、
まだまだ遠くを見ている―。
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４
月
か
ら
社
会
福
祉
法
人
光
進

会
に
移
譲
さ
れ
た
養
護
老
人

ホ
ー
ム
が
移
転
新
築
さ
れ
、
12
月
に

完
成
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
施
設
は

全
室
個
室
で
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
も
守

ら
れ
ま
す
。
温
泉
も
掘
ら
れ
、
天
然

温
泉
と
な
る
予
定
で
す
。

養
護
老
人
ホ
ー
ム
へ
の
入
所

は
、
65
歳
以
上
で
、
生
活
環

境
や
経
済
的
な
理
由
で
居
宅
で
の
介

護
が
困
難
な
人
が
対
象
で
す
。
申
し

込
み
は
住
ん
で
い
る
市
町
村
で
行

い
、
市
町
村
が
入
所
の
措
置
決
定
を

行
い
ま
す
。
大
津
町
外
の
人
も
入
所

で
き
ま
す
。
詳
し
く
は
役
場
保
険
医

療
課
ま
た
は
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
へ

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

が
ん
複
合
検
診
と
特
定
健
診
を

実
施
し
ま
す
。

　
「
が
ん
複
合
検
診
」
は
、
１
日
で

希
望
す
る
が
ん
検
診
を
受
診
で
き
る

の
が
大
き
な
メ
リ
ッ
ト
で
す
。

　
「
特
定
健
診
」
は
、
生
活
習
慣
病

を
早
期
発
見
す
る
健
診
で
す
。
夏
に

健
診
を
受
け
て
い
な
い
人
は
、
ぜ
ひ

健
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

　
受
診
希
望
者
は
事
前
の
申
し
込
み

が
必
要
で
す
。
ま
だ
申
し
込
ん
で
い

な
い
人
は
、
役
場
ま
で
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。申し

込
み
が
済
ん
で
い
る
人
に

は
、
９
月
中
旬
以
降
に
、
健

診
の
時
間
や
場
所
に
つ
い
て
の
お
知

ら
せ
、
問
診
票
を
郵
送
し
ま
す
。

▼
前
立
腺
が
ん
検
査
、
肝
炎
ウ
ィ
ル

ス
検
査
を
単
独
で
受
け
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
検
診
当
日
に
受
付
で
申
し

出
て
く
だ
さ
い
。

▼
対
象
者　
大
津
町
に
住
民
登
録
を

し
て
い
る
人
、
ま
た
は
居
所
が
あ
る

人▼
申
請
方
法　
窓
口
に
備
え
付
け
の

申
請
書
に
記
入
し
て
、
必
要
書
類
と

一
緒
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
団
体（
５
人
以
上
）の
申
請
を
行
う

場
合
は
、事
前
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▼
必
要
書
類

・
戸
籍
抄（
謄
）本 　
本
籍
地
の
役
場

で
発
行
し
て
い
ま
す
。

・
住
民
票　
大
津
町
に
住
民
登
録
が

あ
り
、
役
場
で
確
認
で
き
る
場
合
は

不
要
で
す
。

・
写
真
１
枚
（
縦
45
㍉
×
横
35
㍉
）

　

６
カ
月
以
内
に
撮
影
し
た
も
の
。

パ
ス
ポ
ー
ト
に
使
用
し
ま
す
。

・
本
人
確
認
書
類
（
免
許
証
な
ど
）

・
前
回
取
得
し
た
パ
ス
ポ
ー
ト

　
（
持
っ
て
い
る
人
の
み
）

※
戸
籍
抄（
謄
）本
、住
民
票
は
発
行

日
か
ら
６
カ
月
以
内
の
も
の
。

▼
交
付
ま
で
の
期
間　
申
請
し
た
日

か
ら
最
短
で
11
日
間
（
土
日
・
祝
祭

日
・
年
末
年
始
を
除
く
）

※
交
付
の
日
は
申
請
時
に
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

▼
受
付
時
間

申
請　
月
～
金
曜
日

　
　
　
午
前
９
時
～
午
後
４
時
30
分

交
付　
月
～
金
曜
日

　
　
　
午
前
９
時
～
午
後
５
時

※
祝
祭
日・年
末
年
始
を
除
き
ま
す
。

10
月
１
日（
土
）に
、ビ
ジ
タ
ー

セ
ン
タ
ー
が
Ｊ
Ｒ
肥
後
大

津
駅
南
側
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。

　
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
は
、
観
光
や

情
報
の
発
信
拠
点
と
な
る
施
設
で

す
。
観
光
案
内
カ
ウ
ン
タ
ー
を
完
備

し
て
、
案
内
人
が
観
光
ガ
イ
ド
を
行

う
交
流
ス
ペ
ー
ス
と
、
授
乳
室
や
多

目
的
ト
イ
レ
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
側
で

も
改
札
業
務
を
行
い
ま
す
の
で
、
駅

の
南
側
か
ら
も
電
車
の
乗
り
降
り
が

で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
開
所
時
間
は
、
午
前
６
時
か
ら
午

後
10
時
の
予
定
で
す
。

※
交
付
の
と
き
は
必
ず
本
人
が
取
り

に
来
て
く
だ
さ
い
。

▼
手
数
料

有
効
期
限
10
年　

 
１
６
，
０
０
０
円

（
▼
収
入
印
紙
１
４
，
０
０
０
円
▼

熊
本
県
収
入
証
紙　
２
，０
０
０
円
）

有
効
期
限
５
年
（
12
歳
以
上
）

１
１
，
０
０
０
円

（
▼
収
入
印
紙
９
，
０
０
０
円
▼
熊

本
県
収
入
証
紙　
２
，
０
０
０
円
）

有
効
期
限
５
年
（
12
歳
未
満
）

６
，
０
０
０
円

（
▼
収
入
印
紙
４
，
０
０
０
円
▼
熊

本
県
収
入
証
紙　
２
，
０
０
０
円
）

　
収
入
印
紙
、
熊
本
県
収
入
証
紙
は

住
民
課
窓
口
で
販
売
し
ま
す
。

養護老人ホーム光進園は 12 月完成予定

「がん複合検診」と「特定健診」を実施します10月からパスポート申請・交付は県から大津町に

10月1日、駅南側に「ビジターセンター」がオープン
◦問い合わせ　役場保険医療課　介護保険係　☎（293）3114

◦問い合わせ　役場健康福祉課　健康推進係　☎（293）3510◦問い合わせ　役場住民課　住民係　☎（293）3112

◦問い合わせ　役場都市計画課　都市計画係　☎（293）4011

健診

月　　日 場　　所
10月 1日（土）～

12日（水）
※11日は除く

町子育て健診センター

10月13日（木） 矢護川コミュニティーセンター

10月14日（金） 町子育て健診センター

実施する検診 受診対象者
個人負担金

74 歳まで 75 歳以上

特定健診
健康診査

40～74歳の
国保加入者
後期高齢者

1,500 円 800 円

胃がん検診
（胃透視） 40 歳以上の

男女

1,000 円 500 円

腹部超音波検診 1,000 円 500 円

子宮がん検診 20 歳以上の
女性 1,000 円 500 円

乳がん検診
（触診＋エコー）

30 歳代の
女性 1,500 円

乳がん検診
（触診＋マンモグラフィー）

40 歳以上の
女性 1,500 円 500 円

骨粗しょう症検診 30 歳以上の
女性 1,000 円 300 円

前立腺がん検査 40 歳以上の
男性 500 円 200 円

肝炎ウィルス検査
今まで検査を
受けたことが

ない人
800 円 300 円

▶受付時間　午前７時30分～午前10時20分
▶特定健診は10月６日（木）～９日（日）、10月
　13日（木）の５日間実施します。
▶申込状況により日程が変更する場合があり
　ます。

　新しい施設は大津養護学校や小中学校が近く、
阿蘇の景色が見える環境にあります。この地域性
を生かした施設のあり方や子どもたちとの交流も
考えています。
　光を多く取り入れた入り口にしたいですね。ま
た花壇を置いて、スイカを植えたり、菜園作りな
ども行ったりしていきたいです。温泉もあるので、
足湯も作りたいと思っています。
　しかし、大切なのはソフト面です。それは大事
にしたいと思っています。

社会福祉法人光進会
養護老人ホーム光進園
施設長

松
ま つ

岡
お か

保
や す

行
ゆ き

さん

福祉

申請

交通

空港ライナーを無料で試験運行

肥後大津駅南口の利用開始に併せて、肥後大津駅と阿
蘇くまもと空港を結ぶ空港ライナーの試験運行を始め
ます。
▶運行区間　肥後大津駅南口⇔阿蘇くまもと空港
▶運行期間　10月１日（土）～平成24年3月25日（日）
▶運行時間　最速 12 分
▶運　　賃　無料
▶運行形態　ジャンボタクシーと小型タクシーでの
　　　　　　乗合運行
▶ダイヤ　　阿蘇くまもと空港離発着の始発便から最
　　　　　　終便までの全便。肥後大津駅発着の列車
　　　　　　時刻にできるだけ対応した運行で、一日
　　　　　　45 便程度を予定しています。

▶問い合わせ　県交通政策課　地域交通班
　　　　　　　☎（333）2167
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く ら し の 伝 言 板 く ら し の 伝 言 板

●
場
所　
町
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
調
理
室

●
定
員　
15
人
程
度

●
対
象　
60
歳
以
上
で
町
在
住
の
人

●
申
込
期
限　
９
月
26
日
（
月
）

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
役
場
健
康
福
祉
課　
健
康
推
進
係

　
　
　
　
　
　
　
☎
（
２
９
３
）
３
５
１
０

●
推
薦
入
学
者

　
・
受
付
期
間　

　
９
月
２
日（
金
）〜
９
月
13
日（
火
）

　
※
高
等
学
校
を
既
に
卒
業
し
た
人
で
も　

　

市
町
村
長
の
推
薦
に
よ

　

り
受
験
で
き
る
「
地
域

　

推
薦
選
抜
」
も
あ
り
ま

　

す
の
で
、
お
問
い
合
わ

　
せ
く
だ
さ
い
。

●
一
般
入
学
者

　
・
受
付
期
間　

　
12
月
６
日
（
火
）
〜

　
　
　
　
12
月
20
日
（
火
）

●
定
員　

　

農
産
園
芸
学
科
・
野
菜

　
学
科
・
畜
産
学
科

　
計
80
人

●
問
い
合
わ
せ

　
熊
本
県
立
農
業
大
学
校

　
教
務
課

☎
（
２
４
８
）
１
１
８
８

●
検
査
日
時　
10
月
３
日（
月
）・４
日（
火
）

①
午
前
10
時
〜
正
午　
②
午
後
１
時
〜
午
後
３
時

●
検
査
場
所　
役
場
南
側
駐
車
場

●
持
参
物　
計
量
器・手
数
料（
１
台
当
た
り

５
０
０
円
〜
２
，２
０
０
円
程
度
）

●
問
い
合
わ
せ

　
役
場
商
業
観
光
課　
商
業
観
光
係

　
　
　
　
　
　
　
　
☎（
２
９
３
）３
１
１
５

　
無
料
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。
相
談
は
電

話
で
も
、
面
談
で
も
ど
ち
ら
で
も
可
能
で
す

（
予
約
不
要
）。

●
日
時　
９
月
９
日
（
金
）
午
後
３
時

　
　
　
　
〜
９
月
10
日
（
土
）
午
後
３
時

※
開
催
期
間
中
は
、
電
話
ま
た
は
面
談
を
24

時
間
随
時
受
け
付
け
ま
す
（
予
約
不
要
）。

●
場
所　
熊
本
県
司
法
書
士
会
館（
熊
本
市
）

●
相
談
先　
☎
（
３
６
４
）
０
８
０
０

●
問
い
合
わ
せ　
司
法
書
士　
渡
邉

　
　
　
　
☎
０
９
６
９
（
２
２
）
１
７
５
１

　
「
医
学
か
ら
見
た
ハ
ン
セ
ン
病
」、「
歴
史

か
ら
学
ぶ
ハ
ン
セ
ン
病
」
な
ど
を
親
子
で
考

え
て
い
く
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
ま
す
。

●
日
時　
９
月
23
日
（
祝
）
午
後
１
時
30
分

●
場
所　
熊
本
学
園
大
学

●
問
い
合
わ
せ

　
熊
本
地
方
法
務
局
人
権
擁
護
課

　
　
　
　
　
　
　
☎
（
３
６
４
）
２
１
４
５

③
大
津
町
市
民
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
農
園

④
町
立
ふ
れ
あ
い
公
園

●
指
定
期
間　
平
成
24
年
４
月
１
日

　
〜
平
成
27
年
３
月
31
日
（
３
年
間
）

●
申
込
期
限　
９
月
30
日
（
金
）

（
土
日
祝
を
除
く
。
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
）

　
申
請
書・募
集
要
項
な
ど
は
、ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。
応
募
資
格
な
ど
詳

し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
役
場
農
政
課　
農
政
係

　
　
　
　
　
　
　
☎
（
２
９
３
）
３
１
１
６

　
料
理
経
験
の
な
い
男
性
の
皆
さ
ん
、
自
分

の
食
事
を
自
分
で
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？
男

性
の
食
生
活
の
乱
れ
に
よ
る
肥
満
や
生
活
習

慣
病
が
増
加
し
て
い
ま
す
。
健
康
に
気
を
配

り
、
楽
し
く
お
い
し
く
勉
強
し
ま
し
ょ
う
。

●
日
時　
10
月
14
日
（
金
）
11
月
18
日
（
金
）

12
月
１
日
（
木
）
平
成
24
年
１
月
17
日
（
火
）

　
午
前
10
時
〜
午
後
１
時

●
職
種　
保
育
士　
●
勤
務
地　
大
津
保
育
園

●
勤
務
日　
月
〜
金　
●
任
用
期
間　
１
〜
３
年

●
勤
務
時
間　
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
４
時
45

分
を
基
本
に
週
29
時
間　
●
資
格　
保
育
士

●
社
会
保
険　
有　
●
雇
用
保
険　
有

●
受
付
期
限　
９
月
12
日（
月
）

●
受
付
時
間　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

●
申
込
方
法　
履
歴
書
を
本
人
が
持
参
し
て

く
だ
さ
い
。

　
申
込
者
に
つ
い
て
は
、面
接
を
９
月
中
旬

に
実
施
予
定
で
す
。募
集
職
種
や
募
集
の
詳

細
な
ど
は
変
更
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
役
場
総
務
課　
人
事
秘
書
係

　
　
　
　
　
　
　
　
☎（
２
９
３
）３
１
１
１

●
対
象
施
設

①
大
津
町
総
合
交
流
タ
ー
ミ
ナ
ル

（
大
津
温
泉
「
岩
戸
の
里
」）

②
大
津
町
農
畜
産
物
処
理
加
工
施
設

●
職
種　
保
育
士　
●
勤
務
地　
大
津
保
育
園

大
津
町
　
非
常
勤
職
員
募
集

●
期
日　
10
月
１
日（
土
）、10
月
５
日（
水
）

●
見
学
場
所　
恐
竜
博
物
館
〜
道
の
駅
清
和

〜
清
和
文
楽
館
〜
通
潤
橋
・
資
料
館
〜
霊
台

橋
〜
麻
生
原
の
キ
ン
モ
ク
セ
イ

●
集
合
場
所　
菊
陽
町
役
場（
午
前
９
時
出
発
）

●
費
用　
２
，
２
０
０
円
（
昼
食
代
含
む
）

●
定
員
　
各
50
人
（
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

●
申
込
期
限　
９
月
15
日
（
木
）

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
熊
本
市
政
令
指
定
都
市
推
進
室

　
　
　
　
　
　
　
☎
（
３
２
８
）
２
０
３
１

　　
大
津
警
察
署
管
内
４
市
町
村
の
住
民
の
皆

さ
ん
が
集
い
「
大
津
地
区
交
通
安
全
推
進
大

会
」
を
開
催
し
ま
す
。
交
通
事
故
の
な
い
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
町
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。

●
日
時　
９
月
17
日（
土
）　
午
前
９
時
30
分
開
会

●
場
所　
町
文
化
ホ
ー
ル

●
内
容　
・
交
通
安
全
功
労
者
等
表
彰

　
　
　
　
・
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

●
問
い
合
わ
せ

　

役
場
総
務
課　
地
域
安
全
係

　
　
　
　
　
　
　
☎
（
２
９
３
）
３
１
１
１

　　　
県
と
市
町
村
で
は
平
成
25
年
度
ま
で
に
町

県
民
税
「
特
別
徴
収
」
の
完
全
実
施
を
行
い

ま
す
。
特
別
徴
収
と
は
、
従
業
員
に
課
税
さ

れ
た
住
民
税
を
給
与
か
ら
源
泉
徴
収
し
、
事

業
所
が
納
付
す
る
方
法
で
す
。

●
対
象
事
業
所
（
特
別
徴
収
義
務
者
）

　
従
業
員
が
３
人
以
上
の
事
業
所

●
対
象
者　
前
年
中
に
所
得
が
あ
っ
て
住
民

税
が
課
税
さ
れ
、
４
月
１
日
に
特
別
徴
収
義

務
者
か
ら
給
与
の
支
払
い
を
受
け
て
い
る
人

（
退
職
者
な
ど
特
別
徴
収
が
で
き
な
い
人
は
除
く
）

　
特
別
徴
収
へ
の
切
り
替
え
が
済
ん
で
い
な

い
事
業
所
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

　
役
場
税
務
課　
住
民
税
係

　
　
　
　
　
　
　
☎
（
２
９
３
）
３
１
１
７

　
大
津
町
建
設
工
事
の
入
札
参
加
資
格
の
申

請
を
行
っ
て
い
な
い
事
業
者
を
対
象
に
、
町

が
発
注
す
る
50
万
円
以
下
の
小
規
模
工
事
な

ど
の
受
注
、
施
工
を
希
望
す
る
人
の
登
録
申

請
を
受
け
付
け
ま
す
。

●
登
録
対
象
事
業
者　
町
内
に
本
店
か
本
社

の
法
人
登
記
が
あ
る
法
人
事
業
者
、
ま
た
は

町
内
に
住
民
登
録
が
あ
る
代
表
者
が
経
営
す

る
町
内
の
個
人
事
業
者

※
指
名
願
い
の
登
録
が
あ
る
人
、
必
要
な
資

格
や
免
許
、
経
験
が
な
い
人
、
町
税
を
滞
納

し
て
い
る
人
な
ど
は
申
請
で
き
ま
せ
ん
。

※
申
込
期
限
は
あ
り
ま
せ
ん
。
随
時
受
け
付

け
て
い
ま
す
。　

●
登
録
有
効
期
限

　
平
成
25
年
５
月
31
日 

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
役
場
総
務
課　
管
財
係

　
　
　
　
　
　
　
☎
（
２
９
３
）
３
１
１
１

　

使
用
済
み
の
農
業
用
ビ
ニ
ー
ル
・
ポ
リ

フ
ィ
ル
ム
、
肥
料
袋
な
ど
を
回
収
し
ま
す
。

農
作
業
で
出
た
廃
プ
ラ
な
ど
の
廃
棄
物
は
農

家
の
責
任
で
処
理
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
の

で
、
必
ず
回
収
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

●
日
時　
９
月
12
日
（
月
）

　
午
前
８
時
30
分
〜
午
前
11
時（
雨
天
順
延
）

●
場
所　
Ｊ
Ａ
菊
池
南
生
産
指
導
セ
ン
タ
ー

　
（
カ
ン
ト
リ
ー
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
北
側
）

●
処
理
料
金　
15
〜
50
円
／
㎏
（
税
別
）

●
梱
包
方
法　
種
類
ご
と
に
分
別
。
泥
や
ゴ

ミ
を
落
と
し
、フ
ィ
ル
ム
を
両
側
か
ら
絞
り
、

つ
づ
ら
折
り
に
し
て
３
カ
所
を
縛
る
。

※
草
刈
り
後
の
草
は
、
農
業
生
産
や
生
活
環

境
に
悪
影
響
が
生
じ
な
い
よ
う
、
刈
り
取
っ

た
場
所
に
放
置
せ
ず
、
農
地
に
還
元
す
る
な

ど
適
正
に
処
理
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ　

　
Ｊ
Ａ
菊
池
南
生
産
指
導
セ
ン
タ
ー　

　
　
　
　
　
　
　
☎
（
２
９
４
）
１
３
８
１

　
動
物
愛
護
と
適
正
な
飼
養
の
関
心
と
理
解

を
深
め
る
た
め
の
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

●
日
時　
９
月
23
日（
祝
）　

　
　
　
　
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
１
時

●
場
所　
熊
本
県
農
業
公
園
「
カ
ン
ト
リ
ー

パ
ー
ク
」（
合
志
市
）

●
内
容　
動
物
慰
霊
祭
、犬･

猫
の
譲
渡
会
、

長
老
犬
表
彰
、
健
康
し
つ
け
相
談
、
盲
導
犬

の
理
解
・
啓
発
、
動
物
愛
護
図
画
作
品
表
彰

と
展
示　
な
ど

●
問
い
合
わ
せ　

　
役
場
環
境
保
全
課　
環
境
保
全
係

☎
（
２
９
３
）
３
１
１
３

　

本
年
度
は
計
量
器
の
定
期
検
査
の
年
で

す
。
取
引
や
証
明
に
使
用
す
る
計
量
器
は
、

２
年
に
１
回
検
査
を
受
け
る
よ
う
義
務
付
け

ら
れ
て
い
ま
す
。
該
当
す
る
計
量
器
を
持
っ

て
い
る
人
は
検
査
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

熊
本
都
市
圏「
文
化
施
設
を
巡
る

バ
ス
ツ
ア
ー
」参
加
者
募
集

秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動

大
津
地
区
交
通
安
全
推
進
大
会

　
　
　
　
　
　
　
☎
（
２
９
３
）
３
１
１
１

事
業
主
の
皆
さ
ん
　
特
別
徴
収
の

切
り
替
え
は
お
済
み
で
す
か
？

　
　
　
　
　
　
　
☎
（
２
９
３
）
３
１
１
１

農
業
用
廃
プ
ラ
を
回
収
し
ま
す

　
　
　
　
　
　
　
☎
（
２
９
４
）
１
３
８
１

第
25
回
　
動
物
愛
護
ま
つ
り

平
成
23
・
24
年
度
大
津
町
小
規
模

工
事
等
契
約
希
望
者
登
録
申
請

　
　
　
　
☎
０
９
６
９
（
２
２
）
１
７
５
１

ハ
ン
セ
ン
病
に
関
す
る「
親
と
子

の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」を
開
催

　
　
　
　
　
　
　
　
☎（
２
９
３
）３
１
１
５

司
法
書
士
・
土
地
家
屋
調
査
士
に

よ
る
24
時
間
無
料
相
談
会

　
　
　
　
　
　
　
　
☎（
２
９
３
）３
１
１
１

農
村
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
関
連
施

設
指
定
管
理
者
募
集

　
　
　
　
　
　
　
☎
（
２
９
３
）
３
１
１
６

男
性
の
た
め
の
料
理
教
室

参
加
者
募
集

　
　
　
　
　
　
　
☎
（
２
９
３
）
３
５
１
０

熊
本
県
立
農
業
大
学
校

平
成
24
年
度
学
生
募
集

☎
（
２
９
３
）
３
１
１
３

2
年
に
一
回
の
計
量
器
の
定
期
検
査入札日　平成23年8月1日

工事（業務・備品）名 落札金額 落札業者名
杉水地区幹線２号他（１工区）管路施設工事 37,485,000 益田産業㈱
杉水地区幹線２号他（３工区）管路施設工事 24,255,000 ㈱江見商会
町道グラウンド東通線道路改良工事 9,439,500 ㈲ヘイセイ
町道杉水大津線道路改良工事 1,413,300 恵建設㈱
大津汚水枝線（２８１１－２号）管渠築造工事 1,669,500 ㈱西原建設工業
（仮称）大津町ビジターセンター新築工事（外構） 14,154,000 村上建設㈱
総合交流ターミナル真空式ヒーター取替工事 6,825,000 ㈲ヘイセイ
平成23年度交通安全施設設置工事（反射鏡） 759,990 ジーエム工業㈱
平成23年度交通安全施設設置工事（区画線） 202,860 ㈱日栄
杉水地区幹線２号（４工区）中継ポンプ施設工事 9,870,000 ㈱大電工
町道南出口老人ホーム線測量設計業務委託 3,675,000 ㈱和調査設計大津支店
大津町管内橋梁診断業務委託 997,500 ㈱建設プロジェクトセンター
岩坂中島汚水枝線（７０７３号）測量設計業務委託 6,615,000 東和測量設計㈱大津営業所
大津小学校分離新設校プール実施設計業務委託 7,864,500 ㈱バオプラーン熊本
高尾野調整池除草作業業務委託 1,396,500 ㈲タカハマ緑幸
電子納品ＣＡＤシステム賃貸借 787,500 肥銀リース㈱
平成23年度大津町ホームページ運用システム賃貸借 6,262,200 肥銀リース㈱
平成23年度事務用パソコン購入 5,565,000 ㈱エヌジェーケー熊本営業所

公共工事等入札結果
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フォルツァ!!  ロアッソ熊本
ロアッソ熊本に関するお問い合わせ：㈱アスリートクラブ熊本　☎（283）1200

フォルツァはイタリア語で「頑張れ」
アッソは「エース、唯一の」と言う意味です。

月 の イ ベ ン ト道の駅  大津 問い合わせ：☎（294）1600

大津温泉  岩戸の里から 問い合わせ：☎（294）2626 営業時間：午前9時30分～午後10時（入館受付は午後9時30分まで）

スポーツケアという
おもてなし

「選手の皆さんのスポーツケアをすることでおもてなしがで
きるのと鍼灸マッサージ会の皆さんの今後のためにも学習会
をしたかったんです」と話すのは、公認スポーツ鍼灸マッ
サージ師の橋口賢一さん。より多くの人が選手たちのスポー
ツケアができるように、７月から 10月まで全７回の学習会
を開催しています。最初
は 10人程度の参加でし
たが、後半になり、倍以
上の参加者が集まってい
ます。学習会に参加した
皆さんは、橋口さんの講
習を真剣に聞きながら、
学んでいました。

　「ねんりんピック 2011 熊
本」の開催がいよいよ近づい
てきました。全国から集まる
参加者の皆さんに心からのお
もてなしをしようといろんな
団体の皆さんが準備を進めて
います。
　今回は、選手たちのスポー
ツケアでおもてなしをする「大
津鍼灸マッサージ師会」の皆
さんをご紹介します。

Vol.３
ねんりんピック
心を込めたおもてなし

大津町生活安全協議会
役場総務課　地域安全係　☎（293）3111

安全安心おおづまち
区　分 累　計 7月中 前年比

大津署管内 ５７６ ９０ ＋７１
うち大津町 ９８ １３ －３２

おもな
発生犯罪

乗物（自転車など）盗 2 件
住居など侵入盗難　1 件

今年の
犯罪発生状況
（平成23年7月）

地震の備え、できてますか？
地
震
に
備
え
よ
う

　
地
震
大
国
日
本
は
、
い
つ
ど
こ
で
地
震
が
発
生
す
る
か

分
か
り
ま
せ
ん
。
こ
こ
数
年
で
も
大
小
の
地
震
が
続
き
、
甚

大
な
被
害
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
地
震
に
対
す
る

心
構
え
や
地
震・災
害
対
策
を
考
え
ま
し
ょ
う
。

地
震
が
発
生
し
た
ら

○
身
の
安
全
を
守
る

　
座
布
団
や
枕
な
ど
で
頭
部
を
保
護
し
、
倒
れ
て
く
る
家
具

や
落
下
物
か
ら
身
を
守
る
。

○
火
の
始
末
を
す
る

　
ガ
ス
や
ス
ト
ー
ブ
を
使
っ
て
い
た
ら
、
す
ば
や
く
火
を

消
す
。

○
す
ぐ
に
外
に
飛
び
出
さ
な
い

　
地
震
の
大
き
な
揺
れ
は
１
分
程
度
で
収
ま
る
こ
と
が
多

い
の
で
、
周
囲
の
状
況
を
見
な
が
ら
、
慌
て
て
外
へ
飛
び
出

さ
な
い
で
落
ち
着
い
て
行
動
す
る
。

地
震
対
策

家
具
の
配
置・転
倒
防
止

　
地
震
な
ど
の
防
災
対
策
で
は
、
家
具
の
配
置
や
転
倒
防
止

を
施
す
こ
と
が
と
て
も
大
切
で
す
。
避
難
経
路
や
、
出
入
り

口
に
家
具
を
配
置
す
る
と
、
災
害
時
に
逃
げ
る
こ
と
が
で
き

な
く
な
る
ば
か
り
か
、
逃
げ
る
時
に
倒
れ
て
き
て
け
が
を
す

る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

　
家
具
は
生
活
し
や
す
い
よ
う
に
配
置
し
ま
す
が
、
地
震
な

ど
の
災
害
時
に
安
全
に
避
難
で
き
る
よ
う
考
え
ま
し
ょ
う
。

地
震
発
生
前
に
準
備
す
る
も
の

携
帯
ラ
ジ
オ

懐
中
電
灯

飲
料
水

ヘ
ル
メ
ッ
ト

貴
重
品

洗
面
用
具

衣
類
・
タ
オ
ル

非
常
食

携
帯
タ
オ
ル

テ
ィ
ッ
シ
ュ
ペ
ー
パ
ー

●おばあちゃんの手仕事　和の小物作品展　
　９月１日（木）～ 13日（火）　
●手作りハーブ石鹸・ハーブ水・練り香水の作品展　
　９月１日（木）～ 13日（火）　
●あとりえ伊万里　裂織の婦人服作品展
　９月１日（木）からしばらく常設
※手作り作品展では、参加者を募集しています。
　お気軽にお問い合わせください。

９

★毎週木曜日は演芸の日
毎週木曜日は演芸の日です。午後１時から大広間で演芸を行って
います。第１・２・３木曜は一般の人、第４木曜は社員による演芸を行っ
ています。木曜日限定で観劇弁当（600円）をご用意しています。

★毎週木曜日は家族風呂の日
　通常５０分１，５００円→１，０００円（４人までの料金）

9月の休館日 20日

からいもくんがゆく

★毎月６のつく日は風呂の日です
1,000円以上のお買い上げレシート（売店、レストラン）でハズレ無
しの抽選ができます。

くまもとの手作り作品コーナー

　毎週月曜日に男女の大浴場が入れ替わります。
　「せせらぎの湯」では白川のせせらぎを聞きなが
ら歩行浴もご利用でき、「蘇望の湯」では雄大な阿蘇
の景色を見渡すことができます。また漢方の湯が日
本茶の湯に変わり、潤い美肌効果として女性のお客
様に大変人気があります。

・家族風呂は檜風呂、石風呂、タイル風呂（バリアフ
リー）の３種類。ご利用時間は9:30 ～20:00までと
なっております。
電話でのご予約はできませんのでご了承ください。

プレゼント Ｊ2リーグ 第32節（10月23日）ロアッソ熊本 vs 水戸ホーリーホック
A席チケットを5組10人にプレゼント
応募先 〒869 -1292 大津町役場｢フォルツァ!! ロアッソ熊本｣係までハガキを送ってください。
※９月２０日必着。当選発表はチケットの発送をもってかえさせていただきます。

■ J ２リーグ戦　ホームゲーム試合日程
第４節 ９月４日（日） 午後７時　vs　湘南ベルマーレ
第28節 ９月18日（日） 午後７時　vs　ガイナーレ鳥取
第30節 10月１日（土） 午後７時　vs　ザスパ草津

■菅沼駿哉選手、ガンバ大阪から期限付き移籍加入
この度、菅沼駿哉選手が、ガンバ大阪から当クラブへ期限付き移籍加入しました。

【ポジション / 背番号】DF/28　
【生年月日】1990 年 5 月 17 日（21 歳）
【出身】大阪府豊中市　
【移籍期間】2011 年 8 月 1 日～ 2012 年 1 月 31 日
【本人コメント】
この度、ガンバ大阪から移籍した菅沼駿哉です。一日
も早く環境に慣れ、J1 昇格に貢献できるように一生懸
命頑張ります。温かいご声援をよろしくお願いします。 

大浴場・家族風呂のご案内

《特別企画》
●敬老の日特別企画　無料足型測定会
　９月17日（土）～ 18日（日）
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学 校 給 食

愛のこんだて
あい

相　談 日　　時 場　所 相談員

心配ごと
相　　 談

5（月） 13：30～15：30 人権啓発福祉センター 源徳　美次
太田　昭子

6（火） 13：00～16：00 老人福祉センター 豊岡　吾朗
豊住　幸夫

13（火） 13：00～16：00 老人福祉センター 源徳　美次
濱地　洋子

27（火） 13：00～16：00 老人福祉センター 本田　節子
江藤　忠一

心配ごと・
児童相談 20（火） 13：00～16：00 老人福祉センター 吉田　和信

太田　昭子

行政相談 15（木） 10：00～12：00 住民相談室 黒田　　傳

法律相談

（弁護士）

9（金） 10：00～12：00 住民相談室 坂本　秀德

22（木） 10：00～12：00 住民相談室 藤本猪智郎

身体障害者
相　　　談 5（月） 13：00～16：00 老人福祉センター 山下　　幸

税務相談

年金相談 年金事務所
相談員21（水） 10：00～15：00 住民相談室

教育相談
☎（293）2231

毎週
月～金

8：30～17：00 教育支援センター
村下　洋一 
大塚　實子 
髙宗　信雄 
中村　里美

消費生活
相　　 談

毎週
火 10：00～16：00 住民相談室 熊本消費者協会

相談員

問い合わせ　菊池郡市医師会テレホンサービス　☎0968（25）3300

休日当番医・薬局 在宅当番医は変更され
ることがあります。９ 月まちのカレンダー 月

中  公 町中央公民館
ホール
オークス 町民交流施設

町文化ホール
福  祉 町老人福祉センター
スポ森
子・健 子育て・健診センター

町運動公園
スポ休 町運動公園休園
岩戸休
図書休 おおづ図書館休館

岩戸の里休館

9月4日
（日）

清原医院（内・小） 菊池市 0968（38）2106
成松内科医院（内・呼・消・循） 合志市 （345）5151
須屋クリニック（外・胃・整） 合志市 （344）4833
たに耳鼻咽喉科アレルギー科（耳・アレ） 菊陽町 （233）3387
工藤歯科 菊池市 0968（24）7008

9月11日
（日）

武蔵しもむら医院（小・内・アレ） 菊陽町  （339）7561
しばた内科クリニック（内・呼・消・アレ） 大津町 （293）2050
光の森脳神経外科内科（脳外・神内・内・放）菊陽町 （232）7711
斎藤産婦人科医院（産・婦） 菊池市 0968（24）1177
原田歯科医院 合志市 （242）3285

9月18日
（日）

いけざわこどもクリニック（小・アレ） 合志市 （242）6633
たしろクリニック（胃・内・肛門・消・アレ・リハ）大津町 （340）3220
かとう整形外科光の森（整・リウ・リハ） 菊陽町 （349）2255
黒川産婦人科医院（産・婦） 菊池市 0968（25）1071
石川歯科医院 菊陽町 （232）5818

9月19日
（祝）

郷胃腸科内科クリニック（内・胃・消・放・リハ） 菊池市 0968（38）2121
あらいクリニック（外・消・胃・肛外・呼・内）大津町 （293）2358
森本整形外科医院（整・リハ・形・リウ） 合志市 （242）2231
ちが産婦人科医院（産・婦） 菊陽町 （232）9131

9月23日
（祝）

宮本内科クリニック（内・小・循） 菊池市 0968（25）2047
東熊本第二病院（内） 菊陽町 （232）3939
岩根胃腸科外科医院（外・胃・消） 菊池市 0968（25）4230
岩上眼科(眼) 大津町 （293）2053

9月25日
（日）

西山医院（内・小） 菊池市 0968（25）2561
宮本内科医院（内・胃・循・リハ・放） 大津町 （293）1700
アップル調剤薬局大津店 大津町 （294）0120
柴田整形外科（整・内 ） 合志市 （346）5500
ちとせ眼科（眼） 菊陽町 （243）1100
なかがわ歯科医院 菊陽町 （232）4755

今月の相談

9月の再生資源集団回収活動団体
団体名 活動日 活動場所 注意点

大津町商工会女性部 9月10日(土) 
午前9時～午前11時

オークスプラザ
駐車場

当日雨の場合は翌日に延期 
それでも雨の場合は中止

9

★事前の電話で予約が必要です

★住民課で事前の予約が必要です

★住民課で事前の予約が必要です

★10月まで税務相談はお休みします

冬
とう

瓜
がん

と豚肉の煮物

（
敬
称
略
）

お
な
ま
え

届
け
た
人

子どもの元気な姿を、載せてみませんか？
あつまれ！大津っ子に掲載する子どもを募集します。
役場企画課にある応募用紙に記入して、写真を添えてお申し込みください。
■申し込み・問い合わせ　役場企画課：☎（293）3118

お
誕
生
お
め
で
と
う

お
く
や
み
申
し
上
げ
ま
す

❖お誕生・おくやみのコーナーは、希望者のみ掲載しています  ❖７月10日～８月９日届出分

（
敬
称
略
）

死
亡
者
氏
名

満
年
齢

住
　
所

（
敬
称
略
）

お
な
ま
え

届
け
た
人

西
にし

田
だ

　由
ゆい

菜
な

ちゃん（10カ月）
室

今すぐ
応募を 耕作パパ　麻由ママ

明るく、
優しい女の子に育ってね

材料（４人分）

作り方（所要時間 約 40分）

栄養価（１人当たり）

① 　冬瓜は皮をむいて綿と種をとり、一口大に切ります。

②　いんげんは筋をとって下ゆでし、２cm程に切ります。

③　がんもどきは湯をかけて油抜きをします。

　　（大きかったら一口大に切ります）

④　しょうがはみじん切りにします。

⑤　鍋に油を熱し、豚肉・④・酒を入れて炒めます。

⑥　⑤に①・水を加えて硬さが残る程度に煮ます。

　　さらにＡの調味料・がんもどきを入れて煮ます。

⑦　⑥に②を加えてできあがりです。　

エネルギー   230kcal

タンパク質   10.7g

脂質   14.3g

カルシウム   92mg

鉄   1.3mg

ビタミンA   7ugRE
(レチノール当量) 

ビタミンB1   0.25mg

ビタミンB2   0.1mg

ビタミンC   29mg

塩分量   1g

豚肉   200g

がんもどき  150g

冬瓜   500g

いんげん   50g

しょうが   少々

　　こいくちしょうゆ   大さじ２

　　みりん   大さじ１・１/２

　　砂糖   大さじ２弱

　　酒   大さじ１

炒め油   少々

７月11日の給食献立

煮
物

A

　冬瓜は夏が旬の野菜です。環境や状態によっては冬まで

保存がきくことから、この名前がついたと言われています。

実を食べる野菜で、実のほとんどが水分です。そのため、

漢方では体を冷やし、熱を冷ます働きがあると言われてい

ます。暑い夏にはぴったりの野菜ですね。

　　　　　　　　　　　　　　　大津町学校給食センター

今い
ま

村む
ら

　
優ゆ

う

希き

く
ん
（
陣
　
内
）
茂
　
雄

髙た
か

木き

　
一い

ち

護ご

く
ん
（
大
　
津
）
優
　
一

石い
し

神が
み

つ
ぶ
ら
ち
ゃ
ん（
美
咲
野
）
　
武
　

鍛か

治じ

屋や

篤あ
つ

人と

く
ん
（
　
室
　
）
健
　
大

鍋な
べ

島し
ま

　
唯ゆ

　
あ愛

ち
ゃ
ん（
下
　
町
）
龍
　
道

志し

内う
ち

倫り
ん

太た

郎ろ
う

く
ん
（
引
　
水
）
　
洸
　

中な
か

島じ
ま

　
心こ

こ

菜な

ち
ゃ
ん（
美
咲
野
）
一
　
生

永な
が

野の

　
　
綾り

ん

ち
ゃ
ん（
引
　
水
）
輝
　
博

畑は
た

本も
と

　
聖せ

い

奈な

ち
ゃ
ん（
　
室
　
）
修
　
平

松ま
つ

本も
と

　
唯ゆ

い

伽か

ち
ゃ
ん（
陣
　
内
）
　
誠
　

吉よ
し

岡お
か

葉は

瑠る

樹き

く
ん
（
岩
　
坂
）
英
　
樹

住す
み

野の

　
仁に

心こ

ち
ゃ
ん（
　
室
　
）
　
聡
　

甲か

斐い

　
美み

花は
な

ち
ゃ
ん（
大
　
津
）
康
　
之

吉よ
し

田だ

　
剛た

け

琉る

く
ん
（
引
　
水
）
　
允
　

濵は
ま

田だ

　
紗さ

彩あ
や

ち
ゃ
ん（
美
咲
野
）
　
充
　

岩い
わ

根ね

　
凛り

逢あ

ち
ゃ
ん（
　
室
　
）
直
　
人

坂さ
か

本も
と

　
夕ゆ

奈な

ち
ゃ
ん（
引
　
水
）
裕
　
来

東ひ
が
し　

　
創そ

う

大た

く
ん
（
引
　
水
）
博
　
之

田た

村む
ら

　
　
菫

す
み
れ

ち
ゃ
ん（
　
室
　
）
　
卓
　

江え

藤と
う

　
愛あ

い

渚な

ち
ゃ
ん（
岩
　
坂
）
照
　
明

有あ
り

賀が

　
希き

咲さ
き

ち
ゃ
ん（
引
　
水
）
英
　
貴

磨と
ぎ

田た

　
　
朔さ

く

く
ん
（
平
　
川
）
　
澄
　

山や
ま

野の

　
聖ま

さ

翔と

く
ん
（
引
　
水
）
美
穂
子

中な
か

原は
ら

　
藍あ

い

次じ

く
ん
（
美
咲
野
）
和
　
徳

荒あ
ら

牧ま
き

　
昭あ

き

仁ひ
と

４６
歳

　
室
　

中な
か

瀬せ

　
ツ
ル

８２
歳

岩
　
坂

德と
く

永な
が

イ
ツ
エ

９４
歳

陣
　
内

中な
か

野の

　
　
明

あ
き
ら

９７
歳

平
　
川

緑み
ど
り　

カ
ツ
ミ

９４
歳

陣
　
内

甲か

斐い

ミ
ヨ
エ

９１
歳

岩
　
坂

大お
お

北き
た

セ
ツ
子こ

８６
歳

吹
　
田

小こ

西に
し

チ
エ
コ

９３
歳

杉
　
水

江え

藤と
う

　
春は

る

野の

９２
歳

岩
　
坂

上う
え

村む
ら

　
裁さ

い

藏ぞ
う

９６
歳

吹
　
田

大お
お

塚つ
か

ツ
ギ
ヱ

７９
歳

杉
　
水

上う
え

田だ

サ
ツ
ヲ

９２
歳

真
　
木

古ふ
る

庄し
ょ
う　

金き
ん

治じ

８９
歳

外
　
牧

松ま
つ

永な
が

　
政ま

さ

利と
し

９５
歳

杉
　
水

児こ

島じ
ま

チ
ハ
ル

８５
歳

　
室
　

まちの人口 平成23年7月末現在

人口 31,942人 （＋86人）
男 15,734人 （＋48人）

女 16,208人 （＋38人）

世帯数 12,187戸（＋20世帯）

●出生／ 37人 

●死亡／ 18人

●転入／ 148人 

●転出／ 82人
※増減は前月比

1 木  

2 金  図書休

3 土

4 日

5 月  図書休

6 火 1歳6カ月児健診（H２２年2月生）１３:１５～１３:４５ 子・健 　
手話通訳設置日  　 スポ休

7 水 6 ～ 7カ月児健診（H２３年2月生）１３:１５～１３:４５ 子・健
窓口証明業務延長～19：00  おおづ図書館夜間開館～20：00

8 木  

9 金  

10 土

11 日

12 月  図書休

13 火   スポ休

14 水 大津町教育の日
窓口証明業務延長～19：00  おおづ図書館夜間開館～20：00

15 木 体育施設等申請受付開始（H23年10月分）
お誕生月育児相談（H２２年9月生）９:１５～９:４５ 子・健 　 

16 金

17 土

18 日 大津東小運動会　

19 月 敬老の日
 図書休

20 火 手話通訳設置日   スポ休  岩戸休

21 水 窓口証明業務延長～19：00  おおづ図書館夜間開館～20：00

22 木  

23 金 秋分の日

24 土

25 日

26 月  図書休

27 火 3歳児健診（H20年7月生）13:15 ～ 13:45　 子・健  
  スポ休

28 水 3 ～４カ月児健診（H23年5月生）13:15 ～ 13:45　 子・健  
窓口証明業務延長～19：00  おおづ図書館夜間開館～20：00

29 木 マタニティセミナー 10:00 ～  子・健
 

30 金

27 26広報おおづ 2011.9広報おおづ 2011.9
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